
年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目 （普通科）

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 3 組

使用教科書： 　現代の国語（第一学習社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞書 読

○ ○ 1

○ ○ 1

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

思

【知識及び技能】

野津田 国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

国語

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けて
いる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりし
ながら、言葉がもつ価値への認識を深めようと
しているとともに、読書に親しむことで自己を
向上させ、我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもとうとしている。

領域

現代の国語

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解し、学習課
題に沿って話し合おうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

○ ○

定期考査

１
学
期

〇

〇

態
配当

時数

5

〇 〇 〇 4

8〇 〇 〇

A 理解編―思考力、判断力を培う
「『生きもの』として生きる」 （中村桂子）
「評論のしるべ　ものの見方を変える」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解
し、学習課題に沿って話し合おうとしている。

B 表現編
言語活動「話し方の工夫」
【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴、使い分けを理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・論理展開を予想しながら聞き、話の内容や構
成、論理の展開、表現の仕方を評価する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えをスピーチしたり、それを聞いて、
同意したり、質問できる。

・指導事項
主題に至る論の構造を把握し、主張
に説得力を持たせるための展開につ
いて考えさせる。

・教材
　教科書「『生きもの』として生き
る」（中村桂子）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。

・教材
　教科書「話し方の工夫」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

〇

D 表現編―伝える力を培う
言語活動　「待遇表現」
【知識及び技能】
・敬語表現を意識した言葉遣いを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・敬語表現が選択される視点を理解し、相手や
場に応じた選択ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えをスピーチしたり、それを聞いて、
同意したり、質問できる。

○ ○ 8

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

定期考査

C 理解編―思考力、判断力を培う
　比較文化
「水の東西（山崎正和）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の意見や考えを論述するために、文章の
内容や構成、論理の展開の仕方などを積極的に
捉えようとしている。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・積極的に敬語表現を理解し、学習課題に沿っ
て使おうとしている。

・指導事項
東西の対比関係を用いながら、日本
の水文化に見られる特徴について論
じる叙述の方法を把握する。

・教材
　教科書「水の東西」（山崎正和）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。

・教材
　教科書「待遇表現」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

○

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解し、学習課
題に沿って話し合おうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況



○ ○ 1

○ ○ 1

○ ○ 1

合計

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報源の重要性を理解し、学習課題に沿って情報を探
そうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

○ ○ ○ 6

〇 〇 〇 6

理解編―思考力、判断力を培う
　情報・メディア
「現代の『世論操作』（林　香里）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を記述する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課題
に沿って情報を探そうとしている。

表現編―伝える力を培う
言語活動「情報源の明示」
【知識及び技能】
・論理的に表現するための、主張と理由の関係
性や妥当性について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・説得力を意識した表現の仕方について理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の考えをスピーチしたり、それを聞い
て、同意したあり、質問できる。

・指導事項
情報やメディアの現状について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
論述する
・教材
　教科書「現代の『世論操作』（林
香里）」
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。
・教材
　教科書「情報源の明示」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

〇

３
学
期

２
学
期

定期考査

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・比喩などの修辞を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
・読書の意義と効用を理解できる。
・自分の意見や考えを論述するために、文章の内容や構
成、論理の展開の仕方などを積極的に捉えようとしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容の解釈を踏まえて粘り強く下人の行為を評価し、
表現の仕方を工夫して書こうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

E 理解編―思考力、判断力を培う
　小説「羅生門（芥川龍之介）」
「文学のしらべ
　映像の中の芥川龍之介」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・比喩などの修辞を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・主張と論拠など、情報と情報との関係を理解
する。
・読書の意義と効用を理解する。
・自分の意見や考えを論述するために、文章の
内容や構成、論理の展開の仕方などを積極的に
捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容の解釈を踏まえて粘り強く下人の行為を
評価し、表現の仕方を工夫して書こうとしてい
る。

表現編
言語活動　「論理的な表現」
【知識及び技能】
・論理的に表現するための、主張と理由の関係
性や妥当性について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・説得力を意識した表現の仕方について理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の考えをスピーチしたり、それを聞い
て、同意したあり、質問できる。

・指導事項
作品の背景を踏まえた作品解釈を深
め、各自教材を使用し、作品レポー
トを作成する。

・教材
　教科書　小説教材「羅生門」
　　　　　　　　　　（芥川龍之
介）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

理解編―思考力、判断力を培う
　科学・技術
「『文化』としての科学（池内了）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・情報の妥当性を具体的に検討し、学習課題に
沿って情報を探そうとしている。

・指導事項
筆者が主張する科学と技術の違いを
対比的に整理する。
・教材
　教科書「『文化』としての科学
（池内了）」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。

定期考査

〇 8

8

定期考査

70

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。
・教材
　教科書「論理的な表現」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課題に沿って
情報を探そうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

〇 〇 〇 4

8

○ ○ ○

○ ○ ○

理解編―思考力、判断力を培う
小説「夢十夜（夏目漱石）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を記述する。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。

・指導事項
「夢」という非日常性を持った世界に
おいて、「自分」は何を判断の根拠と
しているかを読み解くなどして、自分
の意見や考えを記述する。
・教材
　教科書　小説教材「夢十夜」
　　　　　　　　　（夏目漱石）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・比喩などの修辞を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・「夢」という非日常性を持った世界において、「自
分」は何を判断の根拠としているかを読み解くなどし
て、自分の意見や考えを記述できる。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

〇



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目 （福祉科）

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 4 組

使用教科書： 　現代の国語（第一学習社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞書 読

○ ○ 1

○ ○ 1

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解し、学習課
題に沿って話し合おうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

〇 〇 〇 9

定期考査

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

○ ○ ○ 10

D 表現編―伝える力を培う
言語活動　「待遇表現」
【知識及び技能】
・敬語表現を意識した言葉遣いを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・敬語表現が選択される視点を理解し、相手や
場に応じた選択ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えをスピーチしたり、それを聞いて、
同意したり、質問できる。

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。

・教材
　教科書「待遇表現」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解し、学習課
題に沿って話し合おうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

〇 〇 〇 6

定期考査

C 理解編―思考力、判断力を培う
　比較文化
「水の東西（山崎正和）」
「『間』の感覚（高階秀爾）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を記述する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・積極的に敬語表現を理解し、学習課題に沿っ
て使おうとしている。

・指導事項
・東西の対比関係を用いながら、日
本の水文化に見られる特徴について
論じる叙述の方法を把握する。
・文章を分析的に読み、対比構造を
用いた論理の展開について理解す
る。

・教材
　教科書「水の東西」（山崎正和）
　　「『間』の感覚」（高階秀爾）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

思 態
配当

時数

１
学
期

A 理解編―思考力、判断力を培う
「『生きもの』として生きる」 （中村桂子）
「評論のしるべ　ものの見方を変える」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解
し、学習課題に沿って話し合おうとしている。

・指導事項
主題に至る論の構造を把握し、主張
に説得力を持たせるための展開につ
いて考えさせる。

・教材
　教科書「『生きもの』として生き
る」（中村桂子）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 6

B 表現編
言語活動「話し方の工夫」
【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴、使い分けを理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・論理展開を予想しながら聞き、話の内容や構
成、論理の展開、表現の仕方を評価する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えをスピーチしたり、それを聞いて、
同意したり、質問できる。

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。

・教材
　教科書「話し方の工夫」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けて
いる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしてい
る。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりし
ながら、言葉がもつ価値への認識を深めようと
しているとともに、読書に親しむことで自己を
向上させ、我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもとうとしている。

国語

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

現代の国語

野津田 国語 現代の国語
国語 現代の国語 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



○ ○ 1

○ ○ 1

○ ○ 1

合計

〇 〇 〇 14

定期考査

105

表現編―伝える力を培う
言語活動「情報源の明示」
【知識及び技能】
・論理的に表現するための、主張と理由の関係
性や妥当性について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・説得力を意識した表現の仕方について理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の考えをスピーチしたり、それを聞い
て、同意したあり、質問できる。

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。
・教材
　教科書「情報源の明示」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報源の重要性を理解し、学習課題に沿って情報を探
そうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を記述することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。

○ ○ ○ 15

〇 11

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・比喩などの修辞を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・「夢」という非日常性を持った世界において、「自
分」は何を判断の根拠としているかを読み解くなどし
て、自分の意見や考えを記述できる。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

定期考査

３
学
期

理解編―思考力、判断力を培う
　情報・メディア
「現代の『世論操作』（林　香里）」
小説「鏡　（村上春樹）」

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・読書の意義と効用を理解する。
・自分の意見や考えを論述するために、文章の
内容や構成、論理の展開の仕方などを積極的に
捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課題
に沿って情報を探そうとしている。

・指導事項
・情報やメディアの現状について述
べた文章を読み、自分の意見や考え
を記述する
・恐怖体験の一つとして語られる、
幽霊でも超常現象でもない、人の内
面に潜む恐怖とは何かを読み解くな
どして、自分の意見や考えを記述す
る。
・教材
　教科書「現代の『世論操作』」
　　　　　　　　　（林　香里）
　　小説教材「鏡」（村上春樹）
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

理解編―思考力、判断力を培う
小説「夢十夜（夏目漱石）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を記述する。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。

・指導事項
「夢」という非日常性を持った世界に
おいて、「自分」は何を判断の根拠と
しているかを読み解くなどして、自分
の意見や考えを記述する。
・教材
　教科書　小説教材「夢十夜」
　　　　　　　　　（夏目漱石）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

２
学
期 理解編―思考力、判断力を培う

「無色の色（港千尋）」
「『文化』としての科学（池内了）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・情報の妥当性を具体的に検討し、学習課題に
沿って情報を探そうとしている。

・指導事項
・日本文化について述べた文章を読
み、自分の意見や考えを論述する。
・筆者が主張する科学と技術の違い
を対比的に整理する。
・教材
　教科書
「無色の色」（港千尋）
「『文化』としての科学」（池内
了）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

定期考査

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。

○ ○ ○ 14

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課題に沿って
情報を探そうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

〇 〇 〇 7

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・比喩などの修辞を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
・読書の意義と効用を理解できる。
・自分の意見や考えを論述するために、文章の内容や構
成、論理の展開の仕方などを積極的に捉えようとしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容の解釈を踏まえて粘り強く下人の行為を評価し、
表現の仕方を工夫して書こうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

○ ○ ○ 8

表現編
言語活動　「論理的な表現」
【知識及び技能】
・論理的に表現するための、主張と理由の関係
性や妥当性について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・説得力を意識した表現の仕方について理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の考えをスピーチしたり、それを聞い
て、同意したあり、質問できる。

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。
・教材
　教科書「論理的な表現」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

E 理解編―思考力、判断力を培う
　小説「羅生門（芥川龍之介）」
「文学のしらべ
　映像の中の芥川龍之介」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・比喩などの修辞を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・主張と論拠など、情報と情報との関係を理解
する。
・読書の意義と効用を理解する。
・自分の意見や考えを論述するために、文章の
内容や構成、論理の展開の仕方などを積極的に
捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容の解釈を踏まえて粘り強く下人の行為を
評価し、表現の仕方を工夫して書こうとしてい
る。

・指導事項
作品の背景を踏まえた作品解釈を深
め、各自教材を使用し、作品レポー
トを作成する。

・教材
　教科書　小説教材「羅生門」
　　　　　　　　　（芥川龍之介）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目 （体育科）

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組

使用教科書： 　現代の国語（第一学習社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞書 読

○ ○ 1

○ ○ 1

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解し、学習課
題に沿って話し合おうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

〇 〇 〇 8

定期考査

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

○ ○ ○ 8

D 表現編―伝える力を培う
言語活動　「待遇表現」
【知識及び技能】
・敬語表現を意識した言葉遣いを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・敬語表現が選択される視点を理解し、相手や
場に応じた選択ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えをスピーチしたり、それを聞いて、
同意したり、質問できる。

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。

・教材
　教科書「待遇表現」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解し、学習課
題に沿って話し合おうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

〇 〇 〇 4

定期考査

C 理解編―思考力、判断力を培う
　比較文化
「水の東西（山崎正和）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の意見や考えを論述するために、文章の
内容や構成、論理の展開の仕方などを積極的に
捉えようとしている。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・積極的に敬語表現を理解し、学習課題に沿っ
て使おうとしている。

・指導事項
東西の対比関係を用いながら、日本
の水文化に見られる特徴について論
じる叙述の方法を把握する。

・教材
　教科書「水の東西」（山崎正和）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

思 態
配当

時数

１
学
期

A 理解編―思考力、判断力を培う
「『生きもの』として生きる」 （中村桂子）
「評論のしるべ　ものの見方を変える」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解
し、学習課題に沿って話し合おうとしている。

・指導事項
主題に至る論の構造を把握し、主張
に説得力を持たせるための展開につ
いて考えさせる。

・教材
　教科書「『生きもの』として生き
る」（中村桂子）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 5

B 表現編
言語活動「話し方の工夫」
【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴、使い分けを理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・論理展開を予想しながら聞き、話の内容や構
成、論理の展開、表現の仕方を評価する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えをスピーチしたり、それを聞いて、
同意したり、質問できる。

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。

・教材
　教科書「話し方の工夫」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けて
いる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしてい
る。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりし
ながら、言葉がもつ価値への認識を深めようと
しているとともに、読書に親しむことで自己を
向上させ、我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもとうとしている。

国語

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

現代の国語

野津田 国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



○ ○ 1

○ ○ 1

○ ○ 1

合計

〇 〇 〇 6

定期考査

70

表現編―伝える力を培う
言語活動「情報源の明示」
【知識及び技能】
・論理的に表現するための、主張と理由の関係
性や妥当性について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・説得力を意識した表現の仕方について理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の考えをスピーチしたり、それを聞い
て、同意したあり、質問できる。

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。
・教材
　教科書「情報源の明示」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・情報源の重要性を理解し、学習課題に沿って情報を探
そうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。

○ ○ ○ 6

〇 8

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・比喩などの修辞を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・「夢」という非日常性を持った世界において、「自
分」は何を判断の根拠としているかを読み解くなどし
て、自分の意見や考えを記述できる。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

定期考査

３
学
期

理解編―思考力、判断力を培う
　情報・メディア
「現代の『世論操作』（林　香里）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を記述する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課題
に沿って情報を探そうとしている。

・指導事項
情報やメディアの現状について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを
記述する。
・教材
　教科書「現代の『世論操作』（林
香里）」
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

理解編―思考力、判断力を培う
小説「夢十夜（夏目漱石）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を記述する。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。

・指導事項
「夢」という非日常性を持った世界に
おいて、「自分」は何を判断の根拠と
しているかを読み解くなどして、自分
の意見や考えを記述する。
・教材
　教科書　小説教材「夢十夜」
　　　　　　　　　　（夏目漱石）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

２
学
期 理解編―思考力、判断力を培う

　科学・技術
「『文化』としての科学（池内了）」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報
との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨
を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけな
がら、内容を解釈する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学
習課題に沿って要旨をまとめようとしている。
・情報の妥当性を具体的に検討し、学習課題に
沿って情報を探そうとしている。

・指導事項
筆者が主張する科学と技術の違いを
対比的に整理する。
・教材
　教科書「『文化』としての科学
（池内了）」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

定期考査

〇

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内
容を解釈する方法を学ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめようとしている。

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課題に沿って
情報を探そうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

〇 〇 〇 4

【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用できる。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにすることができる。
・比喩などの修辞を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を記述す
ることができる。
・読書の意義と効用を理解できる。
・自分の意見や考えを論述するために、文章の内容や構
成、論理の展開の仕方などを積極的に捉えようとしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容の解釈を踏まえて粘り強く下人の行為を評価し、
表現の仕方を工夫して書こうとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取り組み状況

○ ○ ○ 8

表現編
言語活動　「論理的な表現」
【知識及び技能】
・論理的に表現するための、主張と理由の関係
性や妥当性について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・説得力を意識した表現の仕方について理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の考えをスピーチしたり、それを聞い
て、同意したあり、質問できる。

・指導項目
発表を前提に各自教材を使用し資料
を作成する。
・教材
　教科書「論理的な表現」
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

E 理解編―思考力、判断力を培う
　小説「羅生門（芥川龍之介）」
「文学のしらべ
　映像の中の芥川龍之介」
【知識及び技能】
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・比喩などの修辞を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・主張と論拠など、情報と情報との関係を理解
する。
・読書の意義と効用を理解する。
・自分の意見や考えを論述するために、文章の
内容や構成、論理の展開の仕方などを積極的に
捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・内容の解釈を踏まえて粘り強く下人の行為を
評価し、表現の仕方を工夫して書こうとしてい
る。

・指導事項
作品の背景を踏まえた作品解釈を深
め、各自教材を使用し、作品レポー
トを作成する。

・教材
　教科書　小説教材「羅生門」
　　　　　　　　　　（芥川龍之
介）
　便覧
　学習課題集
　漢字ワーク
　プリント
・一人１台端末の活用

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目 （普通科）

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○

〇

〇 7

【知識及び技能】
・歴史的仮名遣いについて理解している
か。
・古文の仮名を理解しているか。
・古語と現代語について理解しているか。
・口語訳の留意について理解しているか。
・古典辞書の引き方について理解している
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く学習課題に沿って要旨をまとめ
ようとしている。

〇

○

10

1

【知識及び技能】
・詩形について理解している。
・背景について説明できる。
・作者について説明できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品内のものの見方、感じ方考え方を捉
え内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く学習課題に沿って要旨をまとめ
ようとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取
り組み状況。

H 単元『伝統と文化』
【知識及び技能】
・詩の種類について理解する。
・詩の背景を学ぶ。
・作者について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
 作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
能動的に疑問や興味をまとめるこ
とができる。

・指導事項
詩の形態について学び、その鑑
賞・解釈の方法を理解させる。

・教材
　教科書『人形瑠璃文楽』『祭
の笛』
　プリント
・一人１台端末の活用

1

○

○

○

6

〇

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

言語文化

配当
時数

（　1組：植村　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】  生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 言語文化 3

（　2組：植村　） （　3組：植村　　）

態

言語文化国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに， 我が国の言語文化
に対する理解を深めることができるようにす
る。

〇

○

定期考査
○

【知識及び技能】
・作中の歴史的仮名遣いを理解している。
・作中の古典単語を理解している。
・古文作品の特徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や展開を捉えている。
・登場人物の行動心情を捉えている。
・読み比べにより、古文と現代との違いに
ついて理解を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文の特徴を理解し意義を見出して活動
に取り組んでいる。

○

１
学
期

A 単元　『児のそら寝』
【知識及び技能】
・作品中の文語のきまりを理解す
る。
・作中の古典用語を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類をふまえて、内容や
展開を的確に捉える方法を学ぶ。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文に対して偏見を持たず、能
動的に知識を取り込む姿勢を涵養
する。

・指導事項
本単元では、古典の文章に慣
れ、そのおもしろさを知り、今
後の学習につなげられるように
することを第一とする。比較的
平易な説話の読解を通して、内
容や構成、展
開を捉える方法を身につけさせ
る。

・教材
　教科書『児のそら寝』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

定期考査

C 単元　『絵仏師良秀』
【知識及び技能】
・作品中の文語のきまりを理解す
る。
・作中の古典用語を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類をふまえて内容や展
開を的確に捉える方法を学ぶ。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する方
法を学ぶ。
・表題に応じて調査する方法を学
ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文に対して偏見を持たず、能
動的に知識を取り込む姿勢を涵養
する。

・指導事項
本単元では、古典の文章に慣
れ、読解を通して、内容や構
成、展開を捉える方法を身につ
けさせる。現代の小説との比較
させることで興味意欲を高めさ
せる。

・教材
　教科書『絵仏師良秀』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

B 単元　『古文を読むために１』
【知識及び技能】
・文語のきまりを理解する。
・文字の変化について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
各時の学びについて振り返ること
ができている。

・指導事項
歴史的仮名遣いについて学ぶ。

・教材
　教科書『古文を読むために
１』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用 〇

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え
合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにする。

高等学校　言語文化　（第一学習社）

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。
 言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【知識及び技能】
・作中の歴史的仮名遣いを理解している。
・作中の古典単語を理解している。
・古文の特徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や展開を捉えている。
・登場人物の行動心情を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文の特徴を理解し意義を見出して活動
に取り組んでいる。

○ ○ ○



14

定期考査
○ ○ 1

I 単元『訓点に親しむ』
【知識及び技能】
・漢文訓読きまりを理解する。
・漢文の構造を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 文章の種類をふまえて、内容や展開
を的確に捉える方法を学ぶ。
 作品に表れているものの見方や考え
方を捉え、内容を解釈する方法を学
ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢文に対して偏見を持たず、能
動的に知識を取り込む姿勢を涵養
する。

・指導事項
本単元では、漢文の文章に慣
れ、そのおもしろさを知り、今
後の学習につなげられるように
することを第一とする。

・教材
　教科書『訓読に親しむ一～
五』『漢文を読むために１～
５』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・返り点を理解している。
・助字・置き字を理解している。
・再読文字を理解している。
・基本語彙理解している。
・漢文の構造を理解している。
・古文の特徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢文の特徴を理解し意義を見出して活動
に取り組んでいる。

〇 〇 〇

1

〇 6

２
学
期

G 単元『古典を読むために３』
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文語のきまりを理解する。
・文字の変化について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
各時の学びについて振り返ること
ができている。

・指導事項
動詞について学ぶ。

・教材
　教科書『古文を読むために
３』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用 〇

【知識及び技能】
・50音図を理解しているか。
・動詞の種類を理解しているか。
・動詞の活用の種類の見分け方を理解して
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く学習課題に沿って要旨をまとめ
ようとしている。

〇

H 単元『伝統と文化』
【知識及び技能】
・言葉には文化の継承を支えるは
たらきがあることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 文章の種類をふまえて、内容や構
成、展開などを的確に捉える方法を学
ぶ。
・我が国の伝統芸能について書かれ
た文章を読み、関連する事項につい
て調べたことを整理して説明資料にま
とめ︑発表する方法を学ぶ。
 我が国の伝統文化に関する題材を
選んで筆に書き表す方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
能動的に疑問や興味をまとめることが
できる。

・指導事項
わが国の伝統芸能・行事につい
て書かれた文章を読んで、内容
を効果的に伝えるための筆者の
工夫を理解する︒
・教材
　教科書『人形瑠璃文楽』『祭
の笛』
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・文楽の演目について説明ができる。
・作品内の伝統行事について説明ができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握することができる。
・作品内のものの見方、感じ方考え方を捉
え内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉
え、学習課題に沿って要旨をまとめようと
している。
・授業時のプリント（ワークシート）の取
り組み状況。

〇 10

〇

〇

E 単元『徒然草』
【知識及び技能】
・作品中の文語のきまりを理解す
る。
・作中の古典用語を理解する。
・作品の歴史的・文化的背景を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類をふまえて内容や展
開を的確に捉える方法を学ぶ。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文に対して偏見を持たず、能
動的に知識を取り込む姿勢を涵養
する。

・指導事項
本単元では、作者の感覚や興味
が直接的、具体的に叙述された
随筆を扱う。ものの見方・考え
方を理解させる。作者の対象へ
の着眼点や観察力の鋭さを味わ
わせる。

・教材
　教科書『徒然草』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

定期考査
○ ○ 1

定期考査

〇 〇

○ ○

6

〇 〇

〇 〇

6

合計

75

３
学
期

【知識及び技能】
・作中の歴史的仮名遣いを理解している。
・作中の古典単語を理解している。
・随筆の特徴を理解している。
・歴史的・文化的背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や展開を捉えている。
・登場人物の行動心情を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文の特徴を理解し意義を見出して活動
に取り組んでいる。

【知識及び技能】
・品詞の種類を理解しているか。
・活用と活用形を理解しているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く学習課題に沿って要旨をまとめ
ようとしている。

〇

F 単元『古典を読むために２』
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文語のきまりを理解する。
・文字の変化について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
各時の学びについて振り返ること
ができている。

・指導事項
品詞と活用について学ぶ。

・教材
　教科書『古文を読むために
２』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目 （体育科）

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

1
定期考査

○ ○

7

H 単元『伝統と文化』
【知識及び技能】
・詩の種類について理解する。
・詩の背景を学ぶ。
・作者について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
 作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
能動的に疑問や興味をまとめるこ
とができる。

・指導事項
詩の形態について学び、その鑑
賞・解釈の方法を理解させる。

・教材
　教科書『人形瑠璃文楽』『祭
の笛』
　プリント
・一人１台端末の活用

○

【知識及び技能】
・詩形について理解している。
・背景について説明できる。
・作者について説明できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品内のものの見方、感じ方考え方を捉
え内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く学習課題に沿って要旨をまとめ
ようとしている。
・授業時のプリント（ワークシート）の取
り組み状況。

○ 〇 ○ 4

C 単元　『絵仏師良秀』
【知識及び技能】
・作品中の文語のきまりを理解す
る。
・作中の古典用語を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類をふまえて内容や展
開を的確に捉える方法を学ぶ。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する方
法を学ぶ。
・表題に応じて調査する方法を学
ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文に対して偏見を持たず、能
動的に知識を取り込む姿勢を涵養
する。

・指導事項
本単元では、古典の文章に慣
れ、読解を通して、内容や構
成、展開を捉える方法を身につ
けさせる。現代の小説との比較
させることで興味意欲を高めさ
せる。

・教材
　教科書『絵仏師良秀』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・作中の歴史的仮名遣いを理解している。
・作中の古典単語を理解している。
・古文作品の特徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や展開を捉えている。
・登場人物の行動心情を捉えている。
・読み比べにより、古文と現代との違いに
ついて理解を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文の特徴を理解し意義を見出して活動
に取り組んでいる。

○ ○ ○

【知識及び技能】
・歴史的仮名遣いについて理解している
か。
・古文の仮名を理解しているか。
・古語と現代語について理解しているか。
・口語訳の留意について理解しているか。
・古典辞書の引き方について理解している
か。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く学習課題に沿って要旨をまとめ
ようとしている。

〇 〇 4

定期考査 ○ ○ 1

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元　『児のそら寝』
【知識及び技能】
・作品中の文語のきまりを理解す
る。
・作中の古典用語を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類をふまえて、内容や
展開を的確に捉える方法を学ぶ。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文に対して偏見を持たず、能
動的に知識を取り込む姿勢を涵養
する。

・指導事項
本単元では、古典の文章に慣
れ、そのおもしろさを知り、今
後の学習につなげられるように
することを第一とする。比較的
平易な説話の読解を通して、内
容や構成、展
開を捉える方法を身につけさせ
る。

・教材
　教科書『児のそら寝』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・作中の歴史的仮名遣いを理解している。
・作中の古典単語を理解している。
・古文の特徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や展開を捉えている。
・登場人物の行動心情を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文の特徴を理解し意義を見出して活動
に取り組んでいる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 6

B 単元　『古文を読むために１』
【知識及び技能】
・文語のきまりを理解する。
・文字の変化について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
各時の学びについて振り返ること
ができている。

・指導事項
歴史的仮名遣いについて学ぶ。

・教材
　教科書『古文を読むために
１』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに， 我が国の言語文化
に対する理解を深めることができるようにす
る。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え
合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

高等学校　言語文化　（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】  生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。
生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。
 言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

（　5組：松田　　　）

国語 言語文化
国語 言語文化 2



合計

定期考査

定期考査

1

13

○ ○ 1

H 単元『伝統と文化』
【知識及び技能】
・言葉には文化の継承を支えるは
たらきがあることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 文章の種類をふまえて、内容や構
成、展開などを的確に捉える方法を学
ぶ。
・我が国の伝統芸能について書かれ
た文章を読み、関連する事項につい
て調べたことを整理して説明資料にま
とめ︑発表する方法を学ぶ。
 我が国の伝統文化に関する題材を
選んで筆に書き表す方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
能動的に疑問や興味をまとめることが
できる。

・指導事項
わが国の伝統芸能・行事につい
て書かれた文章を読んで、内容
を効果的に伝えるための筆者の
工夫を理解する︒
・教材
　教科書『人形瑠璃文楽』『祭
の笛』
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

70

３
学
期

I 単元『訓点に親しむ』
【知識及び技能】
・漢文訓読きまりを理解する。
・漢文の構造を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 文章の種類をふまえて、内容や展開
を的確に捉える方法を学ぶ。
 作品に表れているものの見方や考え
方を捉え、内容を解釈する方法を学
ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢文に対して偏見を持たず、能
動的に知識を取り込む姿勢を涵養
する。

・指導事項
本単元では、漢文の文章に慣
れ、そのおもしろさを知り、今
後の学習につなげられるように
することを第一とする。

・教材
　教科書『訓読に親しむ一～
五』『漢文を読むために１～
５』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・文楽の演目について説明ができる。
・作品内の伝統行事について説明ができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握することができる。
・作品内のものの見方、感じ方考え方を捉
え内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉
え、学習課題に沿って要旨をまとめようと
している。
・授業時のプリント（ワークシート）の取
り組み状況。

〇 〇 〇

〇

【知識及び技能】
・返り点を理解している。
・助字・置き字を理解している。
・再読文字を理解している。
・基本語彙理解している。
・漢文の構造を理解している。
・古文の特徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢文の特徴を理解し意義を見出して活動
に取り組んでいる。

〇 〇 〇

○ ○

10

○ ○ 1

G 単元『古典を読むために３』
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文語のきまりを理解する。
・文字の変化について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
各時の学びについて振り返ること
ができている。

・指導事項
動詞について学ぶ。

・教材
　教科書『古文を読むために
３』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・50音図を理解しているか。
・動詞の種類を理解しているか。
・動詞の活用の種類の見分け方を理解して
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く学習課題に沿って要旨をまとめ
ようとしている。 〇 〇 7

２
学
期

E 単元『徒然草』
【知識及び技能】
・作品中の文語のきまりを理解す
る。
・作中の古典用語を理解する。
・作品の歴史的・文化的背景を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類をふまえて内容や展
開を的確に捉える方法を学ぶ。
・作品に表れているものの見方や
考え方を捉え、内容を解釈する方
法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文に対して偏見を持たず、能
動的に知識を取り込む姿勢を涵養
する。

・指導事項
本単元では、作者の感覚や興味
が直接的、具体的に叙述された
随筆を扱う。ものの見方・考え
方を理解させる。作者の対象へ
の着眼点や観察力の鋭さを味わ
わせる。

・教材
　教科書『徒然草』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・作中の歴史的仮名遣いを理解している。
・作中の古典単語を理解している。
・随筆の特徴を理解している。
・歴史的・文化的背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や展開を捉えている。
・登場人物の行動心情を捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文の特徴を理解し意義を見出して活動
に取り組んでいる。

〇 〇 〇 7

F 単元『古典を読むために２』
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・文語のきまりを理解する。
・文字の変化について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
各時の学びについて振り返ること
ができている。

・指導事項
品詞と活用について学ぶ。

・教材
　教科書『古文を読むために
２』
　便覧
　学習課題集
　プリント
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・品詞の種類を理解しているか。
・活用と活用形を理解しているか。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く学習課題に沿って要旨をまとめ
ようとしている。

〇 〇 7

定期考査



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 3 組

使用教科書：「地理総合 世界に学び地域へつなぐ」，「新詳高等地図」

教科 の目標：

【思考力，判断力，表現力等】

【学びに向かう力，人間性等】

科目 の目標：

諸地域の多様

第１章　地図とＧＩＳの活用

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

第２章　地理的環境の特色

○

○

○

１
学
期

・地球上の位置情報の基礎として，球体
としての地球，緯度・経度の基本的なしく
み，地球上での位置の示し方を理解す
る。
・経度の違いから時差の概念を捉え，日
常生活における時差計算の技能を身に
つけ，球面として成り立つ世界認識をも
つ。
・図法によって異なる世界地図の特色を
捉え，スケール，視点，図法などを変化さ
せながら，世界における日本の位置を理
解する。
・グローバルな立場から日本の領域を理
解するために，国境や国家の領域の世
界的な基準を捉えながら，日本が抱える
周辺諸国間との領有権の問題や海洋資
源の利用について考える。

・グローバル化が進む世界において，国
家間の協調や不均衡を理解するため
に，世界の実態を捉えるための道具とし
ての統計地図やグラフのつくり方を理解
する。
・交通・通信，貿易・物流，観光の視点か
ら，人やもの，情報，資本・サービスの移
動のようすについて，統計地図やグラフ
などの資料から読み取る技能を身につけ
る。
・グローバルな視点から持続可能な社会
の形成のために，資料を根拠として示し
ながら課題解決のための方策を多面的・
・身近な地図を集め，それらの地図の特
徴を捉え，地図情報の有用性を理解す
る。
・地図情報を活用する方法として，紙地
図と電子地図としてのGISがあることを理
解し，地理院地図や地形図を通して認識
する。
・GISが日常生活にも利用されている実
例を捉え，大量の地理情報を処理できる
GISの特徴や利用方法，そのしくみにつ
いて理解する。
・GISで作成した地図を重ね合わせ，地
域の特徴を分析する方法と技能を身に
つける。

・世界の大地形の広がりがプレートテクト
ニクスにもとづくプレート境界と関連し，
変動帯に位置する場所では山岳地域や
高原を形成し，地震あるいは場所によっ
て火山を伴うことを理解する。
・河川，海岸などの外的営力による地形
の形成とその広がり，およびそれらの地
形と対応した人々の生活と地形を取り巻
く環境の変化について，写真や地形図な
どの資料を通して考える。

　第３節　国内や国家間の結びつ
き

　第４節　暮らしのなかの地図と
GIS

4

地形についての知識を身につけ，世界的視野から地
形の分布の特徴，および地形図から等高線や地図
記号などを判読し，地形の特徴や土地利用を捉える
ことができたか。

世界の地形をプレートテクトニクスと関連づけ，世界
の地形配置と比較し，また生活している地域の地形
の特徴について，写真，地形図などから捉え，人間
生活との関連を考察できたか。

地形図や分布図，写真，模式図の読み取りに意欲
的に取り組んだか。地形図を用いた作業に意欲的に
取り組み，地形と人間生活とのつながりを捉えようとし
たか。

　第１節　地形と生活文化

4

GISの特徴や利用方法，そのしくみについて理解し，
GISで作成した地図を重ね合わせ，地域の特徴を分
析する方法を身につけたか。地理院地図などイン
ターネット上のGISの機能を利用し，地理空間情報を
活用できたか。

身近な地図について，目的により表現方法に違いが
あることが判断できたか。紙の地形図と電子地図の
用途や活用について，地図の有用性の観点からそ
れぞれの長所を考察できたか。

身の回りの地図に興味を持ち，意欲的に地図の知識
を活用できたか。GISの作業に意欲的に取り組み，
GISで作成した地図から地域の特徴を分析しようとし
たか。

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様
性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解する
とともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や
諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連
を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関
係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，概念な
どを活用して多面的・多角的に考察したり， 地理的な課
題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想した
ことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする
力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようと
する態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国
の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化
を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深
める。

地理総合
地理歴史 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力，判断力，表現力等】

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる
課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重
することの大切さについての自覚などを深める。

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

野津田

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力，人間性等】

地理歴史

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

人・モノ・情報の結びつきに関する知識や，統計資料
から分布や変化などの特徴を見出す技能を身につ
けたか。主題に対して適切な統計地図を作成できた
か。

複数の統計地図を結びつけ，世界の結びつきや偏り
について考察したことを説明できたか。地図で示す
主題によって統計地図の表現方法が異なることを考
察できたか。

統計資料を意欲的に読み取り，それを表現できた
か。統計地図の作成に意欲的に取り組むことができ
たか。

6

　第１節　球面上の世界

世界地図の主な図法と利用について理解し，国家の
領域に関する知識を身につけ，日本の領土問題に
ついて歴史的背景と空間的広がりを理解できたか。

3

世界地図を図法の違いにより使い分けること，日本
の位置と領域について世界的視野から捉え，日本の
領域をめぐる問題を考察できたか。

様々な世界地図の違いに関心を持ち，資料などから
様々な世界地図の存在に気づくこと，日本の領域に
関する問題について，意欲的に探究し，海洋資源の
問題とともに考えることができたか。

4

　第２節　日本の位置と領域

地球上での位置，太陽高度の変化，緯度経度のしく
み，時差の計算について理解できたか。

球体としての地球の観点から，図を活用して地球上
の位置や時差のしくみを捉え，説明できたか。

球体としての地球の把握に向け意欲的に探究し，作
業や考察に取り組むことができたか。



　第２節　気候と生活文化

○

○

○

　第３節　産業と生活文化
○

○

○

　第４節　宗教・言語と生活文化

○

○

○

第３章　世界各地の生活文化

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

・イスラームに焦点を当て，気候条件，宗
派の違い，聖地メッカからの距離，エネ
ルギー資源の有無などを基盤とした経済
水準の違いについて理解する。
・ムスリムの生活文化に差異をもたらして
いる要因を主題図や写真などの資料をも
とに考える。
・社会問題の例として，パレスチナやエル
サレムの問題，少数民族の問題を民族・
言語の分布から理解する。

１
学
期

２
学
期

　第３節　水の恵みと生活文化
　〜南アジア

　第４節　イスラーム社会の多様
性と生活文化　〜イスラーム圏

・世界的な視野から大気や海流が循環す
るしくみを捉え，地球上ではそれらの影
響を反映した気候の地域性が生まれて
いることを理解する。
・降水量と気温の特徴をふまえながら世
界の気候をケッペンの気候区分から捉
え，植生や農業などの人々の生活文化
に多様な影響を与えていることを理解す
る。
・熱帯，乾燥帯，温帯，亜寒帯，寒帯の
各気候は人々の生活文化とどのような関
わりをもつのか，どのような生活の工夫が
あるのか，写真や雨温図などの資料から
考える。

・世界の生活文化が各地域の環境に基
づいて発達する産業を基盤に成り立つ
現状を捉え，世界スケールにおける第1
次産業，第2次産業，第3次産業の地域
的な特徴をグローバル化の観点で理解
する。
・産業の発達と生活文化がどのようにか
かわるのか，産業はどのように変化してき
ているのか，主題図などの資料を通じて
理解を深める。

・世界でみられる生活文化の多様性につ
いて，宗教，言語の分布や人々との関わ
りを主題図や写真などの資料を通じて理
解するとともに分布を示す要因について
理解する。
・世界の少数民族，移民，難民の問題を
捉えながら，マイノリティなどをふまえた多
様な人々に配慮し，自他の文化を尊重
する社会の実現を考える。

・社会経済システムの変化に焦点を当
て，東アジアの中国と韓国を例に両国の
特徴を主題図やグラフなどの資料を通じ
て捉える。
・特に世界や日本，中国，韓国の3か国と
のつながりから両国の経済発展の発達
過程ついて理解し，経済発展の結果とし
て起きている様々な問題について生活文
化と対応させながら考える。

・多民族社会と地域統合に焦点を当て，
様々な言語や宗教をもつ東南アジア諸
国の人々の生活文化にはどのような特色
がみられるのか，主題図や写真などの資
料をもとに理解する。
・特に仏教，イスラム教，キリスト教の各文
化圏における生活文化の多様性や多言
語・多民族社会の様子，また豊かな資源
を背景に経済発展を遂げるASEAN諸国
の現状と課題について考える。

・水資源に焦点を当て，地形，気候など
の自然環境を捉えながら，水資源と宗
教，農業，文化や産業の成立の関わりを
主題図やグラフなどの資料を通じて理解
する。
・経済成長を背景とした水資源の課題を
周辺国とのつながりから考える。

　第１節　経済発展と生活文化の
変化〜東アジア

　第２節　宗教の多様性と生活文
化　〜ASEAN諸国

インドを例に自然環境と農業のつながりを資料をもと
に考察できたか。経済発展による生活文化の変化
と，それに伴う水問題の課題について考察できたか。

生活文化と産業の進展の関連や市場経済の進展に
よる自然環境への影響など，地域の課題を多角的，
多面的に探究できたか。

2

図版や写真からイスラームの特徴を捉え，自然環境
と生活文化との対応，またイスラーム圏の課題を日本
との関連をふまえて整理できたか。豊富なエネル
ギー資源による恵みと生活文化の変化を理解できた
か。

4

写真に見られる共通性と異質性をまとめたうえで，写
真と地図を組み合わせて考察し，イスラーム圏の生
活文化を説明できたか。地域紛争の背景としての民
族や宗教・宗派の違いについて考察できたか。

イスラーム圏の生活文化を意欲的に調べ，圏内の共
通点や相違点を探究できたか。課題がどのように日
本と関わっているかを考え，日本や自身が取り組む
べきことは何かを追究できたか。

5

図版や写真から自然環境を捉え，生活文化との対応
や経済の変化を整理できたか。水の恵みを受けた農
業と生活文化の関わりについて理解できたか。

地形についての知識を身につけ，世界的視野から地
形の分布の特徴，および地形図から等高線や地図
記号などを判読し，地形の特徴や土地利用を捉える
ことができたか。

世界の地形をプレートテクトニクスと関連づけ，世界
の地形配置と比較し，また生活している地域の地形
の特徴について，写真，地形図などから捉え，人間
生活との関連を考察できたか。

地形図や分布図，写真，模式図の読み取りに意欲
的に取り組んだか。地形図を用いた作業に意欲的に
取り組み，地形と人間生活とのつながりを捉えようとし
たか。

世界の多様性を理解し，異文化を尊重する姿勢が重
要であることを理解したか。主題図や写真，グラフ，
統計資料から世界の宗教の分布と特徴を捉えること
ができたか。

3
生活と宗教の関わりについて地域性や歴史的背景
をもとに捉え，また世界的な難民と移民の問題を地
図などの資料から捉え，考察できたか。

世界の宗教の特徴をまとめ，身近な地域の外国人の
受け入れなどと関連させて追究できたか。難民と移
民の問題構造を調べ，難民問題の解決策を意欲的
に探究できたか。

図版や写真から社会経済システムの特徴と変化を捉
え，課題を整理できたか。中国や韓国を例に経済発
展が生活文化に与えた影響について理解できたか。

4

中国や韓国の工業の発達に伴う人口や環境などへ
の影響について，主題図などの資料をもとに考察で
きたか。日中韓の連携を学習内容から見出し，新し
い関係づくりを捉えることができたか。

身の回りの中国や韓国の商品を意欲的に調べ，中
国や韓国の経済成長と課題について，日本を含めた
日中韓の貿易や観光などの経済的な関係を意欲的
に探究できたか。

自然環境が産業の形成に関わっていることを資料を
もとに考察できたか。世界の産業の変化をグローバ
ル化の観点で考察できたか。

身近な商品が世界規模の産業構造の中に位置づけ
られることを意欲的に探究できたか。産業が発達し続
けていることを，時事的話題とともに意欲的に捉えよ
うとしたか。

4

大気の大循環と海洋に起因した大気のしくみ，各気
候の分布の特徴を理解できたか。雨温図や写真から
情報を抽出し，各気候と植生の対応や，それらが関
連した人々の生活の特徴を読み取り，整理できた
か。

世界規模の大気のしくみが人間生活に影響している
こと，気候の分布の規則性を気候区分図をもとに考
察できたか。写真などの資料をもとに，各気候により
景観が異なることを捉え，農業や生活への影響を，
資料をもとに考察できたか。

雨温図や写真の判読を通じて，世界各地の気候や
生活文化の対応について意欲的に探究できたか。
雨温図やハイサーグラフなどの気候資料の作成に意
欲的に取り組んだか。

5

世界の視野からみた産業の特徴と分布を概観できた
か。主題図や写真，グラフ，統計資料から世界の産
業の分布と発達を捉えることができたか。
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・開発に焦点を当て，ラテンアメリカで
様々な人びとが生活している理由やプラ
ンテーションをはじめ農業や鉱業などの
産業の多様性がみられる理由について，
主題図やグラフなどの資料をもとに多様
な自然環境や植民地時代の開発の影
響，そして近年の社会経済システムの変
化から捉える。
・鉱工業が発展していく中で生じている
貧富の差の現状を捉え，その解決に向
けた取り組みを考える。

・開発に焦点を当て，オーストラリアと
ニュージーランドの自然環境の違いを比
較し，主題図や写真などの資料から植民
の歴史とそこに展開する産業を捉え，両
国の生活文化の違いを理解する。
・オーストラリアとニュージーランドの生活
文化の歴史的背景や現状と将来につい
て，周辺国とのつながりや多文化社会と
関連づけて考える。

・自然環境と生活文化の対応とその多様
さに焦点を当て，モノカルチャー経済の
構造は残りながらも，多様性に富む自然
環境や食文化をもち，資源開発などを背
景とした近年の経済成長について主題
図や写真などの資料を通じて理解する。
・経済成長や開発などを背景としたアフリ
カの課題を自然環境と生活文化の関わり
から考える。

・産業の発達と地域統合に焦点を当て，
ヨーロッパを例に多様性と一体化をもつ
産業の特徴やその歴史的背景を捉え，
気候，言語・宗教の分布などを関連させ
ながら主題図やグラフなどの資料をもと
に理解する。
・地域統合の長所とともにイギリスのEU離
脱や加盟各国の移民排斥の動きの強ま
りなどの課題を整理する。
・地域間格差が生じている現状を捉え，
これからのヨーロッパのよりよい社会を目
指して課題について考える。

・寒冷な自然環境に焦点を当て，ロシア
を例に主題図やグラフなどの資料をもと
に気候に制約を受ける農業など，自然環
境と人々の生活との対応を理解する。
・豊富な鉱物資源を背景にしたヨーロッ
パ諸国や日本など東アジアとの結びつき
や近年の開発による自然環境への影響
を考える。

・社会経済システムのグローバル化に焦
点を当て，主題図や写真などの資料を通
じて，民族構成から多様な社会と歴史的
背景を理解する。
・企業的農業の発達とアメリカ合衆国の
外食産業やICT産業などの多国籍企業
が世界の経済や生活文化に影響を与え
ている現状を捉える。
・アメリカ合衆国の貿易の問題について
グローバルな視点で考える。

2

　第10節　植民と移民による生活
文化
　 の形成〜オセアニア

図版や写真から農業と鉱業の観点からみた開発の背
景を比較しながら整理できたか。周辺国とのつながり
や多文化社会への取り組みを理解できたか。

２つの国の開発の背景を比較し，共通点と相違点を
考察できたか。開発とともに進んだ多民族化と多文
化共生について資料をもとに考察できたか。

２つの国を比較して開発の背景を捉え，植民と移民
による産業の進展を意欲的に探究できたか。２つの
国の課題を整理し，貿易や移民の変化を追究できた
か。

3

寒冷な気候と生活文化との関連を捉え，開発が自然
環境に与えた影響と課題について考察できたか。
日本周辺の自然環境とシベリアのつながりを捉え，
自然環境の変化による影響を協議できたか。

寒冷地域の自然環境と生活文化の相互の関連を捉
え，ロシアの特徴を意欲的に追究できたか。
経済と環境の両面をふまえた開発と自然環境の保全
を意欲的に捉えることができたか。

　第６節　経済統合による
　生活文化の変化
　〜EUと周辺諸国

図版や写真から産業の発達や地域統合を捉え，自
然環境や言語，宗教と関連づけて整理できたか。産
業の発達と地域統合が生活文化に与えた影響を理
解できたか。言語や宗派の違いを乗り越えEUが統合
する背景を理解できたか。

3

ヨーロッパの農業と気候との対応や工業地域の近年
の変化について，主題図をもとに考察できたか。EU
への加盟国と離脱する国があることをふまえ，EU統
合に伴う生活への影響を考察し，今後の課題につい
て資料をもとに協議できたか。

農業，工業の特徴を捉えるとともに，気候や地域統
合の広がりなど他の要素との関連に関心をもって意
欲的に取り組むことができたか。言語・宗教の多様性
と産業とを関連させながら地域統合とその課題につ
いて意欲的に探究できたか。

図版や写真から多様な自然環境の特徴を捉え，自
然環境と生活文化との対応と地域の変化を整理でき
たか。生活文化を地形や気候と関連づけ，農業と食
文化の関連について理解できたか。

3

地形，気候，歴史的背景とともに生活文化の多様性
を考察できたか。経済成長による生活文化の変化と
気候変動などをふまえ，アフリカの課題について捉
え，課題やその対策を説明できたか。

食文化や生活の工夫を調べ，多様な自然環境の広
がりとの対応を見出し，意欲的に探究できたか。アフ
リカの課題をまとめ，SDGsをふまえた課題解決策を
考えたり調べたりできたか。

　第９節　土地の開発による生活
文化
　の形成〜ラテンアメリカ

図版や写真から開発の背景を捉え，開発と自然環
境，生活文化，産業との関わりを整理できたか。資料
から開発により生じているラテンアメリカの課題を読み
取ることができたか。

3

図版と写真から，自然環境と生活文化の共通性と異
質性を開発の歴史から考察できたか。資源を背景と
した経済発展とそれに伴う経済格差の現状につい
て，課題とともに協議できたか。

自然環境と生活文化の相互の関連を捉え，開発の
背景について意欲的に探究できたか。都市問題や
経済問題，環境問題などについて意欲的に調べ，そ
の要因と解決について協議できたか。

　第８節　グローバル化による
　生活文化の変化
　〜アメリカ・カナダ

図版や写真からアメリカの産業を捉えながら，世界の
生活文化や経済への影響を整理できたか。経済発
展の基盤となる社会の多様性を捉え，アメリカの農業
とグローバルな食文化との関係や産業の変化につい
て理解できたか。

4

グローバルな観点やからアメリカの社会経済システム
を主題図などの資料から捉え，世界の経済や生活文
化への影響を考察できたか。産業や世界の貿易体
制の変化を考察し，それに伴う世界やアメリカの課題
について説明できたか。

アメリカの社会経済システムを農業，工業などの観点
から多面的，多角的に捉え，世界への影響を意欲的
に探究できたか。アメリカの貿易体制の葛藤を学習
内容から意欲的に考え，世界への影響をふまえなが
ら追究できたか。

　第７節　寒冷な気候と生活文化
　〜ロシア

図版や写真から寒冷な自然環境の特徴を捉え，生
活文化や産業の発展と関連づけて整理できたか。
周辺国との関連から産業の発展を捉え，経済発展が
自然環境へもたらす影響を理解できたか。

２
学
期

　第５節　多様な気候と生活文化
　〜アフリカ
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第４章　生活圏の諸課題
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合計

・世界では都市に人口が集まる現象がみ
られることを主題図やグラフから読み取
り，人口が集まる都市内部の構造を景観
をふまえ理解する。
・途上国の大都市を中心に人口集中に
伴う問題が生じていることを捉え，問題の
要因を理解しながら，都市の問題の改善
を目指した都市計画を取り上げ，SDGsと
関連づけ都市問題の解決策を考える。

・日本列島の地形と気候の特徴を主題
図，グラフ，写真などの資料をもとに，多
様性や自然の恩恵があることを認識しな
がら，自然災害を与える要素があることを
理解する。
・日本各地では毎年のように様々な自然
災害が起きていることを理解するため，風
水害，火山，地震・津波，都市型の災害
の具体的な事例について，新旧の地形
図，ハザードマップ，気象情報，電子地
図などを利用する技能とともに捉える。
・自然災害はどのような自然環境と関係
しているのか，それに対する備えはどうす
れば良いのか考え，居住地域での防災・
減災意識の向上につなげる。

・日本が抱える地域的な課題について，
身近な地域を例に取り上げ，人口の少子
高齢化，過疎化について景観観察や聞
き取りを通じた調査の技能を身につけ
る。
・現地調査と統計資料によって得られた
結果を主題図などにまとめ，他地域と比
較して考察する技能を身につける。
・調査結果をもとに，地域の活性化に向
けたまちづくりのプランを発表する。

・持続可能な地球社会を考えるうえで，地
球規模で起きている環境問題は，一国だ
けで対応できるものではないこと，多面
的・多角的に考えていくことが必要である
こと，自らとかかわる問題であることを
SDGsをふまえて認識する。
・深刻な地球環境問題を生じている大気
汚染，森林減少，砂漠化，気候変動につ
いて事例をあげて捉え，それぞれの影響
と将来の予測から解決の取り組みについ
て考える。

・地球規模で起こる資源の問題について
主題図などの資料をもとに考え，偏在し
て分布することで保有国と非保有国との
間に格差があることを認識する。
・エネルギー資源の変化を捉えながら資
源の大量消費によって枯渇の恐れがあ
ることを認識し，これらの解決のための取
り組みをSDGsと関連づけて考える。

・人口が急増している世界の現状を捉え
るとともに，人口ピラミッドや相関図などの
資料から人口問題の構造と地域差を捉
え，人口問題の背景や問題点を整理す
る。
・持続可能な社会をつくるために，飢餓と
その要因である人口問題，食料問題に
ついて，主題図やグラフなどの資料を集
め，グローバル，ローカルのそれぞれ異
なる視点から根拠をもとにSDGsと関連づ
け対応策を構想する。

2

　第１節　日本の自然災害と防災 日本の自然環境の特徴と生活文化との関わり，日本
列島における自然災害について具体的事例を通じ
て，災害のしくみや特徴，地域性，防災への取り組
み方や課題を理解できたか。地形図やハザードマッ
プを活用し，防災と避難行動について考察する技能
を身につけることができたか。

日本の自然環境と生活との関わりを主題図や写真か
ら，また日本の自然環境の特徴を反映した自然災害
が発生してきたことを資料から読み取り，それをふま
えて自然災害時の対策を考察できたか。自らの生活
圏の防災について，資料から適切に判断し，課題と
避難行動を協議できたか。

自然環境の特徴と自然災害とのつながりを意欲的に
探究し，過去の災害事例を調べることができたか。
GISなどを活用し，自然災害への対策を意欲的に探
究できたか。災害発生時の自助・共助・公助をふま
え，身近な地域で発生が予想される場面を想定し
て，意欲的に対策を検討できたか。

　第２節　生活圏の諸課題と地域
調査

2

地域的な課題についての調査法，統計資料を収集
して，それを主題図に表現する方法，調査結果を主
題図などにまとめ，他地域と比較して考察する技能
を身につけることができたか。

調査で得られた結果を，主題図や表などに整理でき
たか。得られた資料を根拠にして，地域の特徴や課
題を見つけ，まちづくりのプランを構想できたか。

身近な地域に様々な課題があることを見出し，意欲
的に主題図やグラフなどを資料を作成できたか。主
題図などの調査結果を根拠にして，意欲的に地域の
課題解決に向けたまちづくりのプランを検討し，発表
できたか。

　第４節　居住・都市問題

2

世界の視野で都市人口率の増加を捉え，都市内部
の視野で景観や場所による役割の違いをふまえなが
ら都市の構造を理解できたか。人口が集中する都市
で生じる問題と都市計画が行われた事例から問題の
対策例を整理できたか。

都市への人口集中を主題図やグラフから捉え，都市
と農村の景観を比較しながら考察できたか。人口集
中と都市問題の発生，途上国と先進国の都市問題を
通じ，人口集中によって生じる諸問題を資料をもとに
考察し，SDGsの目標とともに解決の方策や課題を提
案できたか。

世界的な視野と地域的な視野で縮尺を変え，都市問
題の事例をもとに多角的，多面的な視点で都市問題
の構造を意欲的に探究できたか。途上国の都市問
題について先進国での都市計画などを参考に，国
際協力の立場で課題解決に結びつけることができた
か。

　第３節　人口・食料問題

2

世界人口の増加で生じる問題を世界的視野から理
解し，人口増加地域と人口停滞地域における人口問
題の違いを整理できたか。人口資料をもとにした図
版を読み取り分析することができたか。世界の食料問
題を主題図などから現状を認識し，その自然的，社
会的な背景を理解できたか。

世界の人口問題の現状を資料を比較しながらまと
め，日本の人口問題についての提言を他国と比較し
ながら考察できたか。飢餓と飽食の世界的な分布を
主題図やグラフなどの資料から考察し，その背景と
SDGsの目標をふまえ，とくに栄養不足人口が多いサ
ブサハラを例として対策を協議できたか。

世界や主要国の人口の推移を捉え，他国の事例を
参考にして日本と比較しながら人口問題について意
欲的に探究できたか。人口問題と食料問題をそれぞ
れ捉えながら，両者のつながりを図表などを用いて
意欲的に整理し，国際社会の一員として取り組む国
際協力を具体的に追究できたか。

　第２節　資源・エネルギー問題

2

主題図から資源の分布が偏在していることを理解で
きたか。限りある資源の問題を解決するためのリサイ
クルや再生可能エネルギーのしくみを理解できたか。

主題図などをもとに鉱物資源とエネルギー資源の分
布と今後の将来需要を予測し，SDGsの目標をふまえ
今後必要な鉱物やエネルギーの利用について提案
できたか。

日常利用されている鉱物資源やエネルギー資源を
調べ，その輸入先やリサイクルなどの現状を意欲的
に探究し，持続可能な利用について追究できたか。

2

持続可能な社会を目指すSDGsの目標と趣旨を理解
できたか。国際機関のウェブサイトや主題図，統計資
料などから，環境問題の現状や原因を情報収集でき
たか。環境問題の現状を捉え，原因や影響を図解し
て整理できたか。

世界のどこで，どのような地球環境問題が生じている
のかを資料をもとにまとめ，持続可能な社会の実現
に向けた提案ができたか。SDGsの目標をふまえ，海
や陸の豊かさを守るための国際的な取り組みや具体
的な対策を提言できたか。

地球環境問題のしくみや原因の理解とともに，地球
市民の一人として，それらの問題が人々の生活に与
える影響について意欲的に探究し，どのような行動
ができるかを追究できたか。

　第１節　地球環境問題

３
学
期
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年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書：高等学校　新公共（第一学習社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

公民

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手がかりになる考え方や公共的な空間における基本的原理
を活用して、事実をもとに多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に入れ
ながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される、現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚
や、公共的な空間に生き、国民主権を担う公民として各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うこと
の大切さについての自覚などを深める。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

野津田

基本的な知識の習得のほか、現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手がかりとなる概念や理論
について理解するとともに、諸資料から、倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ
効果的に調べ、まとめる技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

公民

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

9

1

16

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するた
めの手がかりとなる概念や理論について理解す
るとともに、諸資料から、倫理的主体などとし
て活動するために必要となる情報を適切かつ効
果的に調べまとめている。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手が
かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理
を活用して、事実をもとに多面的・多角的に考察した
り、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想した
ことを議論したりしている。

よりよい社会の実現を視野に、国家及び社会
の担い手として、現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。

第１編　公共の扉
第１章「公共的な空間をつくる私た
ち」
第２章「公共的な空間における人間
としてのあり方生き方」
第３章「公共的な空間における基本
的原理」

【知識及び技能】
・社会に参画する自立した主体と
は、孤立して生きるのではなく、地
域社会などの様々な集団の一員とし
て生き、他者との協働により当事者
として国家・社会などの公共的な空
間を作る存在であることを理解す
る。
・諸資料から必要な情報を収集し、
読み取る技能を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・多面的・多角的に考察し表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
選択・判断の手がかりとなる考え方
も活用しながら、現代の諸課題を主
体的に解決しようとする。

（定期考査）

第２編　自立した主体としてよりよ
い社会の形成に参画する私たち
第１章
法的な主体となる私たち
主題１
法や規範の意義と役割
主題２
契約と消費者の権利・責任
主題３
司法参加の意義
第２章
政治的な主体となる私たち
主題４
政治参加と公正な世論形成

【知識及び技能】
・憲法の下、適正な手続きに則り、
法や規範に基づいて各人の意見や利
害を公平・公正に調整し、個人や社
会の紛争を調停、解決することなど
を通して、権利や自由が保障、実現
され、社会の秩序が形成、維持され
ていくことについて理解する。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料
から、自立した主体として活動する
ために必要な情報を適切かつ効果的
に収集し、読み取り、まとめる技能
を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・中学校までに学んだ知識もふま
え、幸福、正義、公正などに着目し
て、多面的・多角的に考察し、表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の諸課題を主体的に解決しよ
うとする。

（定期考査）

・指導事項
第１編
第１章「公共的な空間をつくる私た
ち」
①社会に生きる私たち
②個人の尊厳と自主・自律
③多様性と共通性
④伝統文化とのかかわり
⑤自立した主体をめざして

第２章「公共的な空間における人間
としてのあり方生き方」
①人間と社会のあり方についての見
方・考え方

第３章「公共的な空間における基本
的原理」
①人間の尊厳と平等、個人の尊重
②民主主義と法の支配
③自由・権利と責任・義務
④日本国憲法に生きる基本原理

・教材
　　教科書、プリント

・一人１台端末の利用

・指導事項
第２編　自立した主体としてよりよ
い社会の形成に参画する私たち
第１章
法的な主体となる私たち
主題１
①私たちと法
②法と基本的人権
③自由に生きる権利と法・規範
④平等に生きる権利と法・規範
⑤安全で豊かに生きる権利と法・規
範
⑥法をよりよいものにするための権
利
主題２
①さまざまな契約と法
②消費者の権利と責任
主題３
①裁判所と私法
②国民の司法参加
第２章
政治的な主体となる私たち
主題４
①私たちと選挙
②選挙の現状と課題
③世論の形成と政治参加
④国会と立法
⑤内閣と行政
⑥地方自治と住民福祉

・教材
　　教科書、プリント

・一人１台端末の利用

【知識・技能】
自らが自主的によりよい公共的な空間を作り出
していこうとする自立した主体になることが、
自らのキャリア形成とともに、よりよい社会の
形成に結びつくことを理解している。

諸資料からよりよく生きる行為者として活動す
るために必要な情報を収集し、読み取る技能を
身に付けている。

【思考・判断・表現】
公共的な空間と人間との関わり、個人の尊厳と
自主・自律、人間と社会の多様性と共通性など
に着目し、多面的・多角的に考察し、表現して
いる。

【学びに向かう力、人間性】
公共的な空間をつくる私たちについて、現代の
諸課題を主体的に解決しようとしている。

【知識・技能】
法や規範の意義及び役割、契約と消費者の権
利・責任、司法参加の意義、政治参加と公正な
世論形成に関わる現実社会の事柄や課題を理解
している。

諸資料から、自立した主体として活動するため
に必要な情報を適切かつ効果的に収集し、読み
取り、まとめる技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
中学校で学んだ知識や、他教科で学んだ知識も
ふまえ、幸福、正義、公正などに着目して、多
面的・多角的に考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の諸課題を主体的に解決しようとしてい
る。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇



合計

12

１

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

主題１１
金融のはたらき
主題１２
財政の役割と社会保障
主題１３
経済のグローバル化

第３編
持続可能な社会づくりの主体となる
私たち

【知識・技能】
地球環境問題、資源・エネルギー問
題、生命倫理、情報、国際社会の課
題に関して、これまで学んだ内容や
課題を解決するための知識を理解す
る。
【思考・判断・表現】
これまでの学習を関連させ、幸福、
正義、公正などに着目して、多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
地球環境問題、資源・エネルギー問
題、生命倫理、情報、国際社会の課
題に関する現代の諸課題を、主体的
に解決しようとする。

（定期考査）

・指導事項
主題１１
金融のはたらき
①金融の意義と役割
②金融のいま
主題１２
財政の役割と社会保障
①財政のしくみと租税
②日本の財政の課題
③社会保障と国民福祉
④これからの社会保障
主題１３
経済のグローバル化
①国際分業と貿易
②国際収支と国際経済体制
③外国為替相場の動き
④グローバル化する経済
⑤地域的経済統合
⑥国際社会における貧困や格差
⑦地球環境問題
⑧資源・エネルギー問題
⑨国際社会のこれから

第３編
持続可能な社会づくりの主体となる
私たち
①排出権取引を考える～地球環境問
題
②ベストミックスを考える～資源・
エネルギー問題
③ゲノム編集を考える～生命倫理
④インターネットによる投票を考え
る～情報
⑤フェアトレードを考える～国際社
会の課題

・教材
　　教科書、プリント

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
・金融のはたらき、財政の役割と社会保障、経
済のグローバル化に関わる現実社会の事柄や課
題を理解している。
・地球環境問題、資源・エネルギー問題、生命
倫理、情報、国際社会の課題に関して、これま
で学んだ内容や課題を解決するための知識を理
解している。
【思考・判断・表現】
・現代の諸課題を主体的に解決しようとしてい
る。
・課題解決に向けて事実を基に協働して考察
し、論拠を基に自分の考えを説明、論述してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・経済んｐグローバル化、地球環境問題、資
源・エネルギー問題、生命倫理、情報、国際社
会の課題に関する現代の諸課題を、主体的に解
決しようとしている。 〇

〇

〇

〇

〇

３
学
期
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主題５
国際社会と国家主権
主題６
日本の安全保障と防衛
主題７
国際社会の変化と日本の役割

（定期考査）

第３章
経済的な主体となる私たち
主題８
雇用と労働問題
主題９
社会の変化と職業観
主題１０
市場経済の機能と限界

【知識・技能】
・公正かつ自由な経済活動を行うこ
とを通して資源の効率的な配分が図
られること、市場経済システムを機
能させたり国民福祉の向上に寄与し
たりする役割を政府などが担ってい
ること及び活発な経済活動と個人の
尊重を共に成り立たせることが必要
であることについて理解する。
・諸資料から、自立した主体として
活動するために必要な情報を適切か
つ効果的に収集し、読み取り、まと
める技能を身に付ける。
【思考・判断・表現】
・幸福、正義、公正などに着目し
て、多面的・多角的に考察し、表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の諸課題を主体的に解決しよ
うとする。

（定期考査）

・指導事項
主題５
国際社会と国家主権
①国家と国際法
②国境と領土問題
③国際連合の役割と課題
主題６
日本の安全保障と防衛
①平和主義と安全保障
②日本の安全保障体制の変容
③核兵器の廃絶と国際平和
主題７
国際社会の変化と日本の役割
①今日の国際社会
②人種・民族問題と地域紛争

第３章
経済的な主体となる私たち
主題８
雇用と労働問題
①私たちと経済
②労働者と権利
③労働環境と課題
主題９
社会の変化と職業観
①日本経済のこれまでとこれから
②技術革新の進展
③現代の企業
④中小企業の現状と役割
⑤日本の農林水産業
主題１０
市場経済の機能と限界
①市場経済と経済運営
②市場のしくみ
③経済発展と環境保全
④国民所得と私たちの生活
⑤経済成長と国民の福祉

・教材
　　教科書、プリント

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
国際社会と国家主権、日本の安全保障と防衛、
国際社会の変化と日本の役割に関わる現実社会
の事柄や課題を理解している。

現実社会の諸課題に関わる諸資料から、自立し
た主体として活動するために必要な情報を適切
かつ効果的に収集し、読み取り、まとめる技能
を身に付けている。

【思考・判断・表現】
幸福、正義、公正などに着目して、多面的・多
角的に考察し、表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
現代の諸課題を主体的に解決しようとしてい
る。

【知識・技能】
雇用と労働問題、社会の変化と職業観、市場経
済の機能と限界に関わる現実社会の事柄や課題
を理解している。

現実社会の諸課題に関わる諸資料から、自立し
た主体として活動するために必要な情報を適切
かつ効果的に収集し、読み取り、まとめる技能
を身に付けている。

【思考・判断・表現】
他教科で学んだ知識もふまえ、幸福、正義、公
正などに着目して、多面的・多角的に考察し、
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
現代の諸課題を主体的に解決し、自分の将来の
あり方について考えようとしている。

12
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年間授業計画

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 3 組

使用教科書：最新　数学Ⅰ（数研出版）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３章：三角比
　　　１節：三角比 １　三角形 【知識・技能】

２　三角比
【知識及び技能】 ３　三角比の利用

４　三角比の相互関係
２節　三角比の応用
１　三角比の拡張

【思考・判断・表現】

【思考・判断・表現】 ・教材
教科書、問題集
プリント

・一人１台端末の活用 【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1
　 ２節三角比の応用

２節：三角比への応用 【知識・技能】
１章：数と式 ２　三角形の面積
　　　　　1節　整式 ３　正弦定理

４　余弦定理
【知識及び技能】 ５正弦定理と余弦定理の利用

１章：数と式 【思考・判断・表現】
１節　整式

１　文字を含んだ計算
２　整式
３　整式の加法減法
４整式の乗法

【思考・判断・表現】 ５乗法公式による展開
６　因数分解

【主体的に学習に取り組む態度】
・教材

教科書、問題集
プリント

【学びに向かう力、人間性等】
・一人１台端末の活用

定期考査 〇 〇 1

29

26

三角比を鈍角まで拡張した意義を理解し、正
弦定理、余弦定理を活用し辺の長さや角の大
きさを求めることができる。
多項式を理解し、乗法公式や因数分解の公式
が活用できる。

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、三
角形の辺と角との間の関係や平面図形の計量
などに活用することができる。

三角比を身近な事象とも関連付けてそれらの
意味を理解でき、その有用性を認識すること
ができる。

〇 〇 〇

〇

数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

野津田

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

数学高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

鋭角の場合についての正弦、余
弦、正接の意味を理解し三角形の
辺と角との間の基本的な関係とし
て平面図形の計量などに活用でき
ること。

図形の構成要素間の関係を三角比
を用いて表現するとともに、定理
や公式として導くこと。

日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え、問題を解決したり、
解決の過程を振り返って事象の数
学的な特徴や他の事象との関係を
考察すること。

サイン・コサイン・タンジェントの意味を理
解し鋭角の三角比の相互関係について理解で
きる。鋭角の三角比を用いて鈍角の三角比を
求めることができる。

・指導事項

数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに、事象を数学化したり、
数学的に解釈したり、数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的
にみたり目的に応じて適切に変形したりする
力、図形の性質や計量について論理的に考察
し表現する力、関数関係に着目し、事象を的
確に表現してその特徴を表、式、グラフを相
互に関連付けて考察する力、社会の事象など
から設定した問題について、データの散らば
りや変量間の関係などに着目し、適切な手法
を選択して分析を行い、問題を解決したり、
解決の過程や結果を批判的に考察し判断した
りする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度、問題解決の過程を振り
返って考察したりしようとする態度や創造性
の基礎を養う。

〇 〇

・指導事項

式の展開や因数分解に関心を持ち、目的に応
じて式を変形することができる。
数の計算に乗法公式などが活用できることに
関心を持ち、公式の活用をしようとする。

1つの三角比の値から残りの三角比を相互関係
を利用してもとめることができる。
同類項をまとめ、かっこを外したりと整式の
加法減法を考察できる。文字の置き換えなど
を工夫して多面的にとらえることができる。

三角比を鈍角まで拡張した意義を
理解し、正弦定理、余弦定理につ
いて正しく理解する。
文字を用いた計算について理解を
深め、整式の加法・乗法について
理解を深める。

三角比の相互関係を用いて残りの
三角比を求める計算を理解し、正
弦定理や余弦定理への理解を深め
る。

三角形の面積を求めたり、空間図
形の考察に活用できるようにす
る。
因数分解を効率に行うための工夫



　1章：数と式 ・指導事項 【知識・技能】
２節：実数 ２節　実数

【知識及び技能】 １　平方根とその計算
２　実数
３節　方程式と不等式

　 １　１次方程式
２　不等式
３　不等式の性質 【思考・判断・表現】

・一人１台端末の活用４　１次不等式
５　連立不等式

【思考・判断・表現】 ６　不等式の応用

・教材
教科書、問題集
プリント

・一人１台端末の活用
【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
２章　２次関数

１節　関数とグラフ ・指導事項 【知識・技能】
２節　２次関数の値の変化 １節　関数とグラフ

【知識及び技能】 １　１次関数とそのグラフ
２　２次関数とそのグラフ
２節　２次関数の値の変化
１　２次関数の最大値・最小値 【思考・判断・表現】
２　２次関数のグラフと方程式

【思考・判断・表現】

・教材
教科書、問題集 【主体的に学習に取り組む態度】
プリント

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用

定期考査 ○ ○ 1
４章　集合と論証 ４章　集合と論証
１節　集合と論証 １節　集合と論証 【知識・技能】

１集合と要素
５章　データの分析 ２　命題
１節　データの分析 ３　いろいろな証明法

５章　データの分析
【知識及び技能】 １節　データの分析

・教材
教科書、問題集
プリント

・一人１台端末の活用
【思考・判断・表現】

【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1
合計

集合における基本的な概念を理解
する。命題に関する基本的な概念
を理解し、基本的な命題の証明が
できるようにする。
統計の基本的な考えを理解すると
ともに、それを用いてデータを整
理・分析し傾向を把握できるこ
と。

集合と命題の関係を考察するとと
もに対偶を用いた証明もできるよ
うにする。
データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察すること。

集合に関する基本的な概念が理解できる。和
集合・共通部分を求めることができる。命題
における基本的概念を理解し、必要十分につ
いて理解をする。命題の逆・対偶を理解でき
る。
与えられたデータを適切に表すことができ
る。代表値・四分位範囲、分散といった用語
を理解し求めることができる。

具体的な事象を集合を用いて表すことを理解
しようとしている。身の回りの話題から、命
題を考察して必要条件や十分条件を積極的に
調べる。
身の回りのいろいろなデータを探し、代表値
や散らばりを調べてデータの分析をしようと
している。

２
学
期

３　2次関数のグラフと２次
　　方程式

２次関数の値の変化やグラフの特
徴について理解すること。

２次関数の式とグラフの関係につ
いて、コンピュータを用いてグラ
フを書くなどして多面的に考察す
ること。

２次関数を利用した数学的活動を
通して、その有用性を認識するこ
と。

日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え、一次不等式を問題解
決に活用すること。

数を実数まで拡張することの意義を理解し、
√を含む計算ができる。また、分母の有理化
ができる。数字の分類ができる。
不等式で数量の計量を表すことができる。１
次不等式や連立不等式を解くことができる。

分数が有限小数や循環小数で表されることを
理解し、問題を解決する際に、すでに学習し
た計算方法と関連付けて、式を多面的に捉え
たり、目的の応じて適切に変形したりするこ
とができる。
不等式の性質と方程式の性質を対比して、不
等式を解くことを考察できる。日常生活の事
象などを数学的にとらえ、活用できる。

事象を数と式の考えを用いて考察するよさを
認識し、問題解決にそれらを活用しようとし
たり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
具体的な事象の考察に1次不等式を活用しよう
としている。

数を拡張することの意義を理解し
実数の疑念や平方根含む計算の基
本を理解できる。不等式の解の意
味や不等式の性質について理解
し、一次不等式の解を求めること
ができるようにする。

分数が有限小数や循環小数で表さ
れる仕組みを理解する。
不等式の性質を基に一次不等式を
解く方法を考察すること。

○

○

２次方程式の解と２次関数のグラフとの関係
について理解し、また、２次関数のグラフを
用いて２次不等式の解を求めることができ
る。

日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え、問題を解決したり、解決の過程を振り
返って事象の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすることができる。

27

28

２次関数の最大値や最小値を求めることがで
きる。
２次関数のグラフから２次方程式の解を導く
ことができる。

３
学
期

140

集合で表されることを見つけ、積
極的に活用を図る姿勢を作る。身
の回りのいろいろなデータを集
め、適切なグラフで表したり、考
察した意見を述べるなどの数学的
活動を通して、その有用性を認識
すること。

○ ○

○ ○

25○○ ○

集合と命題の関係を考察できる。対偶などを
利用して簡単な命題を証明することができ
る。
データの散らばり具合を数値化することがで
きる。具体的なデータを元に表を活用するな
どして相関関係を求める方法を考察できる。



年間授業計画

 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 4 組～ 5 組

使用教科書：最新数学Ⅰ（数研出版）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第４章：図形と計量
　　　第１節：三角比 第１節：三角比 【知識・技能】

１．鋭角の三角比
【知識及び技能】 ２．三角比の利用

３．三角比の相互関係
４．三角比の拡張

【思考・判断・表現】

【思考・判断・表現】 ・教材
教科書、問題集
プリント

・一人１台端末の活用 【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 〇 〇 1
　 第２節：正弦定理・余弦定理

第２節：正弦定理・余弦定理 【知識・技能】
第１章：数と式 ６．正弦定理
　　　　　第１節　数と式 ７．余弦定理

８．三角形の面積
【知識及び技能】 ９．図形の計量

第１節：数と式 【思考・判断・表現】
１．多項式

３．展開の公式
４．式の展開の工夫

【思考・判断・表現】 ５．因数分解
６．いろいろな因数分解

【主体的に学習に取り組む態度】
・教材

教科書、問題集
プリント

【学びに向かう力、人間性等】
・一人１台端末の活用

定期考査 〇 〇 1

21

三角比を鈍角まで拡張した意義を理解し、正
弦定理、余弦定理を活用し辺の長さや角の大
きさを求めることができる。
多項式を理解し、乗法公式や因数分解の公式
が活用できる。三角比を鈍角まで拡張した意義を

理解し、正弦定理、余弦定理につ
いて正しく理解する。
文字を用いた計算について理解を
深め、整式の加法・乗法について
理解を深める。

1つの三角比の値から残りの三角比を相互関
係を利用してもとめることができる。
同類項をまとめ、かっこを外したりと整式の
加法減法を考察できる。文字の置き換えなど
を工夫して多面的にとらえることができる。

三角比の相互関係を用いて残りの
三角比を求める計算を理解し、正
弦定理や余弦定理への理解を深め
る。

式の展開や因数分解に関心を持ち、目的に応
じて式を変形することができる。
数の計算に乗法公式などが活用できることに
関心を持ち、公式の活用をしようとする。

三角形の面積を求めたり、空間図
形の考察に活用できるようにす
る。
因数分解を効率に行うための工夫

〇

１
学
期

・指導事項

〇 〇 〇

三角比を身近な事象とも関連付けてそれらの
意味を理解でき、その有用性を認識すること
ができる。

日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え、問題を解決したり、
解決の過程を振り返って事象の数
学的な特徴や他の事象との関係を
考察すること。

・指導事項

〇 〇

２．多項式の加法・減法・乗法

20

サイン・コサイン・タンジェントの意味を理
解し鋭角の三角比の相互関係について理解で
きる。鋭角の三角比を用いて鈍角の三角比を
求めることができる。

鋭角の場合についての正弦、余
弦、正接の意味を理解し三角形の
辺と角との間の基本的な関係とし
て平面図形の計量などに活用でき
ること。 三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、三

角形の辺と角との間の関係や平面図形の計量
などに活用することができる。

図形の構成要素間の関係を三角比
を用いて表現するとともに、定理
や公式として導くこと。

５．三角比が与えられたときの角

思 態
配当
時数

数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに、事象を数学化したり、数学的
に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみた
り目的に応じて適切に変形したりする力、図形の性
質や計量について論理的に考察し表現する力、関数
関係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を
表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社
会の事象などから設定した問題について、データの
散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法
を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の
過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養
う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察したりしようとする態度や創造性の基礎を
養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

野津田 高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、
数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ



第１章：数と式 ・指導事項 【知識・技能】
第２節：実数 第２節：実数

【知識及び技能】 ７．実数
８．根号を含む式の計算

第３節：１次不等式
９．不等式
１０．不等式の性質
１１．１次不等式の解き方 【思考・判断・表現】
１２．連立不等式
１３．不等式の利用

【思考・判断・表現】

・教材
教科書、問題集
プリント

・一人１台端末の活用
【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
第３章　２次関数

第１節：２次関数とグラフ ・指導事項 【知識・技能】
第２節：２次方程式と２次不等式 第１節：２次関数とグラフ

【知識及び技能】 １．関数
２．関数とグラフ
３． のグラフ
４． のグラフ 【思考・判断・表現】
５． のグラフ

【思考・判断・表現】 ６． のグラフ
７． のグラフ
８．２次関数の最大・最小
９．２次関数の決定 【主体的に学習に取り組む態度】

第２節：２次方程式と２次不等式
１０．２次方程式
１１．２次関数のグラフとx軸の共有点
１２．２次不等式
１３．２次不等式の利用

【学びに向かう力、人間性等】
・教材

教科書、問題集
プリント

・一人１台端末の活用
定期考査 ○ ○ 1
第２章　集合と命題 第２章　集合と命題

１．集合と部分集合 １．集合と部分集合 【知識・技能】
２．共通部分，和集合，補集合 ２．共通部分，和集合，補集合
３．命題と集合 ３．命題と集合
４．命題と証明 ４．命題と証明

５章　データの分析 第５章
１節　データの分析 １．データの整理

２．データの代表地
【知識及び技能】 ３．データの散らばり

４．データの相関
５．相関係数
６．分割表

【思考・判断・表現】
・教材

教科書、問題集
プリント

・一人１台端末の活用
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○ ○ 1
合計

集合で表されることを見つけ、積
極的に活用を図る姿勢を作る。身
の回りのいろいろなデータを集
め、適切なグラフで表したり、考
察した意見を述べるなどの数学的
活動を通して、その有用性を認識
すること。

105

３
学
期

○ ○ ○ 20

集合における基本的な概念を理解
する。命題に関する基本的な概念
を理解し、基本的な命題の証明が
できるようにする。
統計の基本的な考えを理解すると
ともに、それを用いてデータを整
理・分析し傾向を把握できるこ
と。

集合と命題の関係を考察するとと
もに対偶を用いた証明もできるよ
うにする。
データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察すること。

具体的な事象を集合を用いて表すことを理解
しようとしている。身の回りの話題から、命
題を考察して必要条件や十分条件を積極的に
調べる。
身の回りのいろいろなデータを探し、代表値
や散らばりを調べてデータの分析をしようと
している。

２
学
期

○ ○ ○ 19

数を拡張することの意義を理解し
実数の疑念や平方根含む計算の基
本を理解できる。不等式の解の意
味や不等式の性質について理解
し、一次不等式の解を求めること
ができるようにする。

分数が有限小数や循環小数で表されることを
理解し、問題を解決する際に、すでに学習し
た計算方法と関連付けて、式を多面的に捉え
たり、目的の応じて適切に変形したりするこ
とができる。
不等式の性質と方程式の性質を対比して、不
等式を解くことを考察できる。日常生活の事
象などを数学的にとらえ、活用できる。

分数が有限小数や循環小数で表さ
れる仕組みを理解する。
不等式の性質を基に一次不等式を
解く方法を考察すること。

日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え、一次不等式を問題解
決に活用すること。

事象を数と式の考えを用いて考察するよさを
認識し、問題解決にそれらを活用しようとし
たり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
具体的な事象の考察に1次不等式を活用しよ
うとしている。

２次関数の値の変化やグラフの特
徴について理解すること。

２次方程式の解と２次関数のグラフとの関係
について理解し、また、２次関数のグラフを
用いて２次不等式の解を求めることができ
る。

数を実数まで拡張することの意義を理解し、
√を含む計算ができる。また、分母の有理化

ができる。数字の分類ができる。
不等式で数量の計量を表すことができる。１
次不等式や連立不等式を解くことができる。

２次関数を利用した数学的活動を
通して、その有用性を認識するこ
と。

○ ○

２次関数の式とグラフの関係につ
いて、コンピュータを用いてグラ
フを書くなどして多面的に考察す
ること。 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉

え、問題を解決したり、解決の過程を振り
返って事象の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすることができる。

○ 20

２次関数の最大値や最小値を求めることがで
きる。
２次関数のグラフから２次方程式の解を導く
ことができる。

集合に関する基本的な概念が理解できる。和
集合・共通部分を求めることができる。命題
における基本的概念を理解し、必要十分につ
いて理解をする。命題の逆・対偶を理解でき
る。
与えられたデータを適切に表すことができ
る。代表値・四分位範囲、分散といった用語
を理解し求めることができる。

集合と命題の関係を考察できる。対偶などを
利用して簡単な命題を証明することができ
る。
データの散らばり具合を数値化することがで
きる。具体的なデータを元に表を活用するな
どして相関関係を求める方法を考察できる。

y=𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐

y=𝑎𝑥2

y=𝑎 𝑥 − 𝑝 2

y=𝑎 𝑥 − 𝑝 2 + 𝑞

y=𝑎𝑥2 + 𝑞



年間授業計画

高等学校令和７年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書：高等学校　新生物基礎（第一学習社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

生物や生物現象についての理解を深め、科 生物や生物現象の中に問題を見いだし、 生物や生物現象に主体的に関わり、科学
学的に探求するために必要な観察、実験などに 見通しをもって観察、実験などを行い、科学 的に探究しようとする態度を身につける。
関する技能を身につける。 的に探究する力を身につける。

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 6

〇 〇 1

〇 〇 〇 12

〇 〇 1

第１章　生物の特徴
１.生物の共通性
【知識及び技能】
多種多様な生物が生息し、生物は
多様であることを理解する。
原核細胞と真核細胞でそれぞれみ
られる特徴を理解する。
顕微鏡の扱い方を習得する。
【思考力・判断力・表現力等】
すべての生物にみられる特徴につ
いて説明する。
観察結果をレポートなどにまとめ
る。
観察結果をレポートなどにまと
め、他の人に説明できるようにす
る。
【学びに向かう力・人間性等】
すべての生物のからだは細胞から
なることを見出そうとする姿勢を
持つ。
２.生物とエネルギー
【知識及び技能】
生命活動にエネルギーが必要であ
ることを理解する。
代謝には同化と異化があり、代謝
に伴うエネルギーの移動にはATPが
関与していることを理解する。
酵素の基本的な特徴を理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
代謝とは何か説明する。
実験を通して酵素の特徴をとらえ
る。
【学びに向かう力・人間性等】
実験に主体的に参加する。
生命活動にはエネルギーが必要で
あることを積極的に読み取る。

中間考査

第２章　遺伝子とその働き
【知識及び技能】
遺伝子とDNAと染色体の関係につい
て理解する。
細胞の分裂の各過程で起こる現象
を理解する。
転写・翻訳の流れを理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
遺伝子とDNAと染色体の関係を説明
する。
細胞分裂の各段階から核時期の特
徴をあげる。
【学びに向かう力・人間性等】
実験に主体的に参加する。
遺伝子が自分の体内でどのように
働いているか積極的に考える。

期末考査

１
学
期

第１章　生物の特徴
１.生物の共通性
①生物にみられる共通性
実験　顕微鏡の使い方
②生物の共通性の由来
③細胞構造の共通性
実験　細胞の観察

第２章　遺伝子とその働き
①染色体・DNA・遺伝子
実験　DNAの抽出
②DNAの構造
③DNAの複製
実験　アルコール代謝の遺伝形質
を調べる
教材
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技能】
多種多様な生物が生息し、生物は多様である
ことを理解している。
原核細胞と真核細胞でそれぞれみられる特徴
を理解している。
顕微鏡の正しい扱い方を習得している。
【思考力・判断力・表現力等】
すべての生物にみられる特徴について説明で
きる。
観察結果をレポートなどにまとめられる。
観察結果をレポートなどにまとめ、他の人に
説明できる。
【学びに向かう力・人間性等】
すべての生物のからだは細胞からなることを
見出そうとする姿勢が見られる。

【知識及び技能】
生命活動にエネルギーが必要であることを理
解している。
代謝には同化と異化があり、代謝に伴うエネ
ルギーの移動にはATPが関与していることを理
解している。
酵素の基本的な特徴を理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
代謝とは何か説明できる。
実験を通して酵素の特徴をとらえられる。
【学びに向かう力・人間性等】
実験に主体的に参加している。
生命活動にはエネルギーが必要であることを
積極的に読み取ることができる。

【知識及び技能】
遺伝子とDNAと染色体の関係について理解して
いる。
細胞の分裂の各過程で起こる現象を理解して
いる。
転写・翻訳の流れを理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
遺伝子とDNAと染色体の関係を説明できる。
細胞分裂の各段階から核時期の特徴をあげら
れる。
【学びに向かう力・人間性等】
実験に主体的に参加している。
遺伝子が自分の体内でどのように働いている
か積極的に考えている。

生物基礎
理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

理科

観察、実験などを行い、探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

野津田

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに必要な技能を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

理科

自然の事物・現象に関わり、理科の味方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行
うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探求するために必要な資質・能力を育成
する。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度と生命を尊重する態度を
養う。



〇 〇 〇 14

〇 〇 1

〇 〇 〇 16

〇 〇 1

〇 〇 〇 5

〇 〇 〇 6

〇 〇 1
合計
70

２
学
期

第３章　ヒトの体の調節
１．からだの調節と情報の伝達
【知識及び技能】
体液の３種類について理解する。
神経系の構造と働きについて理解
する。
体内環境の調節には自律神経系と
内分泌系が関与していることを理
解する。
免疫のしくみについて理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
資料をもとに脊椎動物の脳の特徴
に気づき説明する。
自律神経が働くと体にどんな変化
が起きるか表現する。
資料をもとに免疫の仕組みを読み
取り、一次応答と二次応答の違い
を説明する。
【学びに向かう力・人間性等】
糖尿病が起こるしくみについて資
料を積極的に読み取る。
実験に積極的に参加させ、動物の
体とヒトの体を比較して学ぼうと
する姿勢をもつ。

中間考査

２．免疫
【知識及び技能】
免疫のしくみについて理解する。
予防接種は免疫のしくみを用いて
いることを理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
資料をもとに免疫の仕組みを読み
取り、一次応答と二次応答の違い
を表現する。
【学びに向かう力・人間性等】
二次応答により同じ感染症にかか
りにくくなることを資料から読み
取り、自分自身に起こる変化と照
らし合わせてとらえる。

期末考査

第３章　ヒトの体の調節
１．からだの調節と情報の伝達
①恒常性と情報の伝達
②神経系
③自律神経系の働き
④ホルモンの働き
⑤血糖濃度の調節
⑥体温の調節
⑦からだの調節と血液の働き

２．免疫
①病原体からからだを守るしくみ
②自然免疫
③獲得免疫のしくみ
④獲得免疫の特徴
⑤免疫と疾病
⑥免疫と医療

教材
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技能】
体液の３種類について理解している。
神経系の構造と働きについて理解している。
体内環境の調節には自律神経系と内分泌系が
関与していることを理解している。
免疫のしくみについて理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
資料学習を通じで脳の構造を理解し脊椎動物
の脳の特徴を説明できる。
自律神経が働くと体にどんな変化が起きるか
表現させる。
資料をもとに免疫の仕組みを読み取り、一次
応答と二次応答の違いを説明できる。
【学びに向かう力・人間性等】
糖尿病が起こるしくみについて資料を積極的
に読み取ることができる。
実験に積極的に参加させ、動物の体とヒトの
体を比較して学ぼうとする姿勢が見られる。

【知識及び技能】
免疫のしくみについて理解している。
予防接種は免疫のしくみを用いていることを
理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
資料をもとに免疫の仕組みを読み取り、一次
応答と二次応答の違いを表現できる。
【学びに向かう力・人間性等】
二次応答により同じ感染症にかかりにくくな
ることを資料から読み取り、自分自身に起こ
る変化と照らし合わせてとらえられる。

３
学
期

第４章　生物の多様性と生態系
１．植生と遷移
【知識及び技能】
森林の階層によって光などの環境
が異なることを理解する。
陽生、陰生植物の特徴を理解す
る。
バイオームの概念を理解し、その
地域ごとに植物を基盤としたバイ
オームが成立することを理解す
る。
日本におけるバイオームの特徴を
理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
日本におけるバイオームの特徴に
ついて説明する。
遷移の進行がどのように起こるか
考察する。
【学びに向かう力・人間性等】
バイオームの分布を決める要因を
資料から積極的に読み取る努力を
する。

２．生態系とその保全
【知識及び技能】
生態系の構成について理解する。
生物の個体数や量は、常に一定の
範囲内で変動しながらバランスが
保たれていることを理解する。
人間活動が生態系にさまざまな影
響を与えていることを理解する。
【思考力・判断力・表現力等】
観察から身の回りの環境でも、生
物の種の多様性がみられることに
気づく。
【学びに向かう力・人間性等】
河川生態系の観察に積極的に取り
組む。

学年末考査

第４章　生物の多様性と生態系
１．植生と遷移
①さまざまな植生
②植物と環境
③植生の遷移と環境
④植生の破壊と遷移
⑤遷移とバイオーム
⑥日本のバイオームと気候

２．生態系とその保全
①生態系
②生物どうしの関係
③生物どうしの関係と種の多様性
④生態系のバランスと攪乱
⑤人間活動による生物の持ち込み
⑥生息地の破壊
⑦生息地の分断化
⑧生態系の保全とその意義

教材
教科書、ワーク、プリント

【知識及び技能】
森林の階層によって光などの環境が異なるこ
とを理解している。
陽生、陰生植物の特徴を理解している。
バイオームの概念を理解し、その地域ごとに
植物を基盤としたバイオームが成立すること
を理解している。
日本におけるバイオームの特徴を理解してい
る。
【思考力・判断力・表現力等】
日本におけるバイオームの特徴について説明
できる。
遷移の進行がどのように起こるか考察でき
る。
【学びに向かう力・人間性等】
バイオームの分布を決める要因を資料から積
極的に読み取る努力をしている。

【知識及び技能】
生態系の構成について理解している。
生物の個体数や量は、常に一定の範囲内で変
動しながらバランスが保たれていることを理
解している。
人間活動が生態系にさまざまな影響を与えて
いることを理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
観察から身の回りの環境でも、生物の種の多
様性がみられることに気づくことができる。
【学びに向かう力・人間性等】
河川生態系の観察に積極的に取り組むことが
できる。



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

【陸上競技】
・長距離走
・マラソン大会の練習

○ ○ ○ 33

○ ○ ○ 42

○ ○ ○

30

配当
時数

１
学
期

２
学
期

３
学
期

105

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【体つくり運動】
・基礎技能の習得
・スポーツテストの実施

【水泳】
・基礎技能の習得
　・クロール
　・平泳ぎ
・測定

【体育理論】
・スポーツの文化的特性や現代の
スポーツの発展【知識及び技能】

運動の合理的、計画的な実践を通
して、運動の楽しさや喜びを深く
味わい、生涯にわたって運動を豊
かに継続することができるように
するため、運動の多様性や体力の
必要性について理解するととも
に、それらの技能を身に付けるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、自己や仲間の
考えたことを他者に伝える力を養
う。

【学びに向う力、人間性等】
運動における競争や協働の経験を
通して、公正に取り組む、互いに
協力する、自己の責任を果たす、
参画する、一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保し
て、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

【知識及び技能】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動
の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたっ
て運動を豊かに継続することができるように
するため、運動の多様性や体力の必要性につ
いて理解するとともに、それらの技能を身に
付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を身に付けてい
る。

【学びに向う力、人間性等】
運動における競争や協働の経験を通して、公
正に取り組む、互いに協力する、自己の責任
を果たす、参画する、一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるととも
に、健康・安全を確保して、生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を身に付けてい
る。

【サッカー】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

【バドミントン】
・基礎技能の習得
・

【バスケットボール】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

【テニス】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

【ソフトボール】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

【卓球】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさ
や喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継
続することができるようにするため、運動の多様性や
体力の必要性について理解するとともに、それらの技
能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取
り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参
画する、一人一人の違いを大切にしようとするなど
の意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、
生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

体育（男子）

野津田 保健体育 体育（男子）
保健体育 体育（男子） 3

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

30

105

２
学
期

【バスケットボール】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

【アルティメット】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

【サッカー】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

【卓球】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

【バレーボール】
・基礎技能の習得
・ルール等の理解

○ ○ ○ 42

３
学
期

【陸上競技】
・長距離走
・マラソン大会の練習

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
運動の合理的、計画的な実践を通
して、運動の楽しさや喜びを深く
味わい、生涯にわたって運動を豊
かに継続することができるように
するため、運動の多様性や体力の
必要性について理解するととも
に、それらの技能を身に付けるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、自己や仲間の
考えたことを他者に伝える力を養
う。

【学びに向う力、人間性等】
運動における競争や協働の経験を
通して、公正に取り組む、互いに
協力する、自己の責任を果たす、
参画する、一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保し
て、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

【体つくり運動】
・基礎技能の習得
・スポーツテストの実施

【水泳】
・基礎技能の習得
　・クロール
　・平泳ぎ
・測定

【体育理論】
・スポーツの文化的特性や現代の
スポーツの発展

【知識及び技能】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動
の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたっ
て運動を豊かに継続することができるように
するため、運動の多様性や体力の必要性につ
いて理解するとともに、それらの技能を身に
付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を身に付けてい
る。

【学びに向う力、人間性等】
運動における競争や協働の経験を通して、公
正に取り組む、互いに協力する、自己の責任
を果たす、参画する、一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるととも
に、健康・安全を確保して、生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を身に付けてい
る。

○ ○ ○ 33

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身に付けるよう

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動

体育（女子）

野津田 保健体育 体育（女子）
保健体育 体育（女子） 3

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書：現代高等保健体育（大修館書店）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

保健
保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活気ある生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

野津田

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

３
学
期

２
学
期

35

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1.現代社会と健康

【知識及び技能】
現代社会と健康について、健康を
保持増進するためには、一人一人
が健康に関して深い認識をもち、
自らの健康を適切に管理すること
及び環境を改善していくことが重
要であることを理解できるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情
報から課題を発見し、疾病等のリ
スクを軽減、生活の質の向上、健
康を支える環境づくりなどと、解
決方法を関連付けて考え、適切な
方法を選択し、それらを説明でき
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会と健康についての学習に
定期考査

指導項目・内容
　（ウ）生活習慣病の予防と回復
　（エ）喫煙,飲酒,薬物乱用と健
康

使用教材
　・教科書、各種資料

○ICT機器の活用、1人１台端末の
活用

【知識及び技能】
現代社会と健康について、健康を保持増進す
るためには、一人一人が健康に関して深い認
識をもち、自らの健康を適切に管理すること
及び環境を改善していくことが重要であるこ
とを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報から課題
を発見し、疾病等のリスクを軽減、生活の質
の向上、健康を支える環境づくりなどと、解
決方法を関連付けて考え、適切な方法を選択
し、それらを説明できる力を身に付けてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
現代社会と健康についての学習に主体的に取
り組もうとする力を身に付けている。

○

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

1.現代社会と健康

【知識及び技能】
現代社会と健康について、健康を
保持増進するためには、一人一人
が健康に関して深い認識をもち、
自らの健康を適切に管理すること
及び環境を改善していくことが重
要であることを理解できるように
する。

【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情
報から課題を発見し、疾病等のリ
スクを軽減、生活の質の向上、健
康を支える環境づくりなどと、解
決方法を関連付けて考え、適切な
方法を選択し、それらを説明でき
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
現代社会と健康についての学習に
主体的に取り組もうとする。

定期考査

指導項目・内容
　（ア）健康の考え方
　（イ）現代の感染症とその予防

使用教材
　・教科書、各種資料

○ICT機器の活用、1人１台端末の
活用

【知識及び技能】
現代社会と健康について、健康を保持増進す
るためには、一人一人が健康に関して深い認
識をもち、自らの健康を適切に管理すること
及び環境を改善していくことが重要であるこ
とを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報から課題
を発見し、疾病等のリスクを軽減、生活の質
の向上、健康を支える環境づくりなどと、解
決方法を関連付けて考え、適切な方法を選択
し、それらを説明できる力を身に付けてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
現代社会と健康についての学習に主体的に取
り組もうとする力を身に付けている。

○ ○ ○ 10

○ ○ ○ 1

○ ○ 13

1

1.現代社会と健康
【知識及び技能】
現代社会と健康について、健康を
保持増進するためには、一人一人
が健康に関して深い認識をもち、
自らの健康を適切に管理すること
及び環境を改善していくことが重
要であることを理解できるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情
報から課題を発見し、疾病等のリ
スクを軽減、生活の質の向上、健
康を支える環境づくりなどと、解
決方法を関連付けて考え、適切な
方法を選択し、それらを説明でき
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

指導項目・内容
　（オ）精神疾患の予防と回復

使用教材
　・教科書、各種資料

○ICT機器の活用、1人１台端末の
活用

【知識及び技能】
現代社会と健康について、健康を保持増進す
るためには、一人一人が健康に関して深い認
識をもち、自らの健康を適切に管理すること
及び環境を改善していくことが重要であるこ
とを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報から課題
を発見し、疾病等のリスクを軽減、生活の質
の向上、健康を支える環境づくりなどと、解
決方法を関連付けて考え、適切な方法を選択
し、それらを説明できる力を身に付けてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
現代社会と健康についての学習に主体的に取
り組もうとする力を身に付けている。

○ ○ ○

9

○ ○ ○

1



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組～ 組

使用教科書：基礎から学ぶスポーツ概論　改訂版

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

スポーツ概論

野津田 保健体育 スポーツ概論
保健体育 スポーツ概論 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに、生涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題を発見し主体的、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える力を養う。

生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発
展の仕方について理解するとともに、スポーツ
の推進及び発展に必要な技能を身に付ける。

スポーツの推進及び発展に必要な自他や社会の
課題を発見し、思考し判断するとともに、他者
に伝える力を養う。

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与す
るための学習に主体的に取り組む態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
スポーツの多様な意義やスポーツ
の推進及び発展の仕方について理
解するとともに、スポーツの推進
及び発展に必要な技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの推進及び発展に必要な
自他や社会の課題を発見し、思考
し判断するとともに、他者に伝え
る力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
生涯を通してスポーツの推進及び
発展に寄与するための学習に主体
的に取り組む態度を養う。

【知識及び技能】
スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び
発展の仕方について理解するとともに、ス
ポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付
けている。

【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの推進及び発展に必要な自他や社会
の課題を発見し、思考し判断するとともに、
他者に伝える力を身に付けている。

【学びに向う力、人間性等】
生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与
するための学習に主体的に取り組む態度を身
に付けている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

２
学
期

○ ○ ○ 13

定期考査

３
学
期

35
○ ○ ○

【指導項目】
・スポーツの文化的特性や現代に
おけるスポーツの発展

【使用教材】
・教科書、各種資料

ICT機器の活用、１人一台端末の活
用

定期考査

【指導項目】
・スポーツの文化的特性や現代に
おけるスポーツの発展
・スポーツの効果的な学習の仕方

【使用教材】
・教科書、各種資料

ICT機器の活用、１人一台端末の活
用

定期考査

【指導項目】
・スポーツの効果的な学習の仕方

【使用教材】
・教科書、各種資料

ICT機器の活用、１人一台端末の活
用

○ ○ ○ 10

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 1

○ ○ ○

9

1



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

スポーツⅠ

野津田 保健体育 スポーツⅠ
保健体育 スポーツⅠ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに、生涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

 スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題を発見し主体的、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える力を養う。

 生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

採点競技及び測定競技の推進及び発展に向けた
多様な関わり方を理解するとともに、技能を身
に付ける。

採点競技及び測定競技における自他や社会の課
題を発見し、思考し判断するとともに、他者に
伝える力を養う。

採点競技及び測定競技の学習に主体的に取り組
むとともに公正、協力、責任、参画、共生など
に対する意欲を高め、健康・安全を確保して生
涯を通してスポーツを継続するとともにスポー
ツの推進及び発展に寄与する態度を養う。

【知識及び技能】
採点競技及び測定競技の推進及び
発展に向けた多様な関わり方を理
解するとともに、技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
採点競技及び測定競技における自
他や社会の課題を発見し、思考し
判断するとともに、他者に伝える
力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
採点競技及び測定競技の学習に主
体的に取り組むとともに公正、協
力、責任、参画、共生などに対す
る意欲を高め、健康・安全を確保
して生涯を通してスポーツを継続
するとともにスポーツの推進及び
発展に寄与する態度を養う。

【スポーツテスト】
・スポーツテストの指数向上のた
めの練習

【水泳】
・基礎技能の習得
　・クロール（25m以上）
　・平泳ぎ　（25m以上）
・測定方法の理解
・測定

【陸上競技】
・短距離走
　・50m走計測
　・基礎技能の習得
・ハードル走
　・基礎技能の習得
　・50ｍハードルの計測

【器械運動】
・マット運動
　・基礎技能の習得
　・発表

配当
時数

１
学
期

２
学
期

３
学
期

35

○ ○ ○

10

【知識及び技能】
採点競技及び測定競技の推進及び発展に向け
た多様な関わり方を理解するとともに、技能
を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
採点競技及び測定競技における自他や社会の
課題を発見し、思考し判断するとともに、他
者に伝える力を身に付けている。

【学びに向う力、人間性等】
採点競技及び測定競技の学習に主体的に取り
組むとともに公正、協力、責任、参画、共生
などに対する意欲を高め、健康・安全を確保
して生涯を通してスポーツを継続するととも
にスポーツの推進及び発展に寄与する態度を
身に付けている。

○ ○ ○ 11

○ ○ ○ 14



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

スポーツⅡ

野津田 保健体育 スポーツⅡ
保健体育 スポーツⅡ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに、生涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

 スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題を発見し主体的、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える力を養う。

 生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

球技の推進及び発展に向けた多様な関わり方を
理解するとともに、技能を身に付ける。

球技における自他や社会の課題を発見し、思考
し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

球技の学習に主体的に取り組むとともに公正、
協力、責任、参画、共生などに対する意欲を高
め、健康・安全を確保し、生涯を通してスポー
ツを継続するとともにスポーツの推進及び発展
に寄与する態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
球技の推進及び発展に向けた多様
な関わり方を理解するとともに、
技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
球技における自他や社会の課題を
発見し、思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
球技の学習に主体的に取り組むと
ともに公正、協力、責任、参画、
共生などに対する意欲を高め、健
康・安全を確保し、生涯を通して
スポーツを継続するとともにス
ポーツの推進及び発展に寄与する
態度を養う。

【知識及び技能】
球技の推進及び発展に向けた多様な関わり方
を理解するとともに、技能を身に付けてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
球技における自他や社会の課題を発見し、思
考し判断するとともに、他者に伝える力を身
に付けている。

【学びに向う力、人間性等】
球技の学習に主体的に取り組むとともに公
正、協力、責任、参画、共生などに対する意
欲を高め、健康・安全を確保し、生涯を通し
てスポーツを継続するとともにスポーツの推
進及び発展に寄与する態度を身に付けてい
る。

○ ○ ○ 22

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

20

70

２
学
期

○ ○ ○ 28

３
学
期

○ ○ ○

【バスケットボール】
・基礎技能の習得
　・ドリブル
　・パス＆キャッチ
　・ショット（レイアップ・セッ
ト）
　・オフェンスプレー
　・ディフェンスプレー
・試合形式
　・ゲームの進め方
　・審判
　・ルール
　・ゲーム

【バレーボール】
・基礎技能の習得
　・パス（オーバー・アンダー）
　・サーブ
　・レシーブ
　・スパイク
・試合形式
　・ゲームの進め方
　・審判
　・ルール
　・ゲーム

【サッカー】
・基礎技能の習得
　・リフティング
　・キック（インサイド・インス
テップ・インフロント）
　・トラップ
　・シュート
　・ドリブル
・試合形式
　・ゲームの進め方
　・審判
　・ルール
　・ゲーム



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

10

35

【柔道】
・受け身（横受け身、前受け身、
前回り受け身）
・固め技（袈裟固、横四方固）
・基本動作①（姿勢、すり足、継
ぎ足）

【剣道】
・面の打ち方と打たせ（受け）方
・胴の打ち方と打たせ（受け）方
・小手打ち方と打たせ（受け）方

・面打ち
・小手打ち
・胴打ち

【柔道】
・基本動作②（組み方、名称）
・固め技（上四方固、縦四方固）
・寝技の攻防（抑え込みの定義、
返し方）
・寝技乱取り

【剣道】
・基本となる技（しかけ技）
・連続技（二段の技）小手→面
・引き技（引き面、引き胴）
・攻防の展開

２
学
期

○ ○ ○ 14

３
学
期

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
武道及び諸外国の対人的競技等の
推進及び発展に向けた多様な関わ
り方を理解するとともに，技能を
身に付ける。

【思考力、判断力、表現力】
武道及び諸外国の対人的競技等に
おける自他や社会の課題を発見
し，思考し判断するとともに，他
者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
武道及び諸外国の対人的競技等の
学習に主体的に取り組むととも
に，伝統的な行動の仕方，公正，
協力，責任，参画，共生などに対
する意欲を高め，健康・安全を確
保して，生涯を通してスポーツを
継続するとともにスポーツの推進
及び発展に寄与する態度を養う。

【柔道】
・柔道の歴史、特性、成り立ち
・礼法（立礼、正座、座礼）
・柔道着の着方、名称
・受け身（後ろ受け身、横受け
身）

【剣道】
・剣道の歴史、特性、成り立ち
・刀剣の知識、木刀・竹刀の名称
・礼法（立礼、正座、座礼）
・剣道具の付け方・まとめ方
・基本動作①（姿勢、構え、目付
け）
・基本動作②（構え方と納め方、
足さばき）
・基本動作③（素振り、掛け声、
間合い）

【知識及び技能】
武道及び諸外国の対人的競技等の推進及び発
展に向けた多様な関わり方を理解するととも
に，技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】
武道及び諸外国の対人的競技等における自他
や社会の課題を発見し，思考し判断するとと
もに，他者に伝える力を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】
武道及び諸外国の対人的競技等の学習に主体
的に取り組むとともに，伝統的な行動の仕
方，公正，協力，責任，参画，共生などに対
する意欲を高め，健康・安全を確保して，生
涯を通してスポーツを継続するとともにス
ポーツの推進及び発展に寄与する態度を身に
付けている。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

武道及び諸外国の対人的競技等の推進及び発展
に向けた多様な関わり方を理解するとともに、
技能を身に付ける。

武道及び諸外国の対人的競技等における自他や
社会の課題を発見し、思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

武道及び諸外国の対人的競技等の学習に主体的
に取り組むとともに、伝統的な行動の仕方、公
正、協力、責任、参画、共生などに対する意欲
を高め、健康・安全を確保して、生涯を通して
スポーツを継続するとともにスポーツの推進及

スポーツⅢ

野津田 保健体育 スポーツⅢ
保健体育 スポーツⅢ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに、生涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

 スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題を発見し主体的、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える力を養う。

 生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

10

35

２
学
期

指導項目・内容
　創造型ダンス
　　創作ダンス
　　・表したいテーマを表現する
　　・ユニゾン
　　・カノン
　　・空間の使い方
　　・作品の作成
　　・発表

○ ○ ○ 14

３
学
期

指導項目・内容
　創造型ダンス
　　創作ダンス
　　・表したいテーマを表現する
　　・ユニゾン
　　・カノン
　　・空間の使い方
　　・作品の作成
　　・発表

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
ダンスの推進及び発展に向けた多
様な関わり方を理解するとともに
技能を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
ダンスにおける自他や社会の課題
を発見し、思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
ダンスの学習に主体的に取り組む
とともに、公正、協力、責任、参
画、共生などに対する意欲を高
め、健康・安全を確保して、生涯
を通してスポーツを継続するとと
もにスポーツの推進及び発展に寄
与する態度を養う。

指導項目・内容
　創造型ダンス
　　現代的なリズムのダンス
　　・個の動き
　　・群の動き
　　・リズムの特徴をとらえた動
き
　　・発表

【知識及び技能】
ダンスの推進及び発展に向けた多様な関わり
方を理解するとともに技能を身につけてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
ダンスにおける自他や社会の課題を発見し、
思考し判断するとともに，他者に伝える力を
身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】
ダンスの学習に主体的に取り組むとともに、
公正、協力、責任、参画、共生などに対する
意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯を
通してスポーツを継続するとともにスポーツ
の推進及び発展に寄与する態度を身に付けて
いる。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ダンスの推進及び発展に向けた多様な関わり方
を理解するとともに、技能を身に付ける。

ダンスにおける自他や社会の課題を発見し、思
考し判断するとともに、他者に伝える力を養
う。

ダンスの学習に主体的に取り組むとともに、公
正、協力、責任、参画、共生などに対する意欲
を高め、健康・安全を確保して、生涯を通して
スポーツを継続するとともにスポーツの推進及
び発展に寄与する態度を養う。

スポーツⅣ

野津田 保健体育 スポーツⅣ
保健体育 スポーツⅣ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに、生涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題を発見し主体的、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える力を養う。

生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

実習
３日間

事前指導

３０時間

事後指導

１６時間

合計

70

２
学
期

３
学
期

指導項目・内容
競技型の野外運動への多様な関わ
り方
・スキー

※本科目は特期集中講座である。

○ ○ ○

【知識及び技能】
自然との関わりの深い野外の運動
の推進及び発展に向けた多様な関
わり方を理解するとともに、技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自然との関わりの深い野外の運動
における自他や社会の課題を発見
し、思考し判断するとともに、他
者に伝える力を養う。
【学びに向う力、人間性等】
自然との関わりの深い野外の運動
の学習に主体的に取り組むととも
に、公正、協力、責任、参画、共
生などに対する意欲を高め、健
康・安全を確保して、生涯を通し
てスポーツを継続するとともにス
ポーツの推進及び発展に寄与する
態度を養う。

【知識及び技能】
自然との関わりの深い野外の運動の推進及び
発展に向けた多様な関わり方を理解するとと
もに、技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
自然との関わりの深い野外の運動における自
他や社会の課題を発見し、思考し判断すると
ともに、他者に伝える力を身に付けている。

【学びに向う力、人間性等】
自然との関わりの深い野外の運動の学習に主
体的に取り組むとともに、公正、協力、責
任、参画、共生などに対する意欲を高め、健
康・安全を確保して、生涯を通してスポーツ
を継続するとともにスポーツの推進及び発展
に寄与する態度を身に付けている。

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然との関わりの深い野外の運動の推進及び発
展に向けた多様な関わり方を理解するととも
に、技能を身に付ける。

自然との関わりの深い野外の運動における自他
や社会の課題を発見し、思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

自然との関わりの深い野外の運動の学習に主体的に
取り組むとともに、公正、協力、責任、参画、共生
などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、
生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツ
の推進及び発展に寄与する態度を養う。

スポーツⅤ

野津田 保健体育 スポーツⅤ
保健体育 スポーツⅤ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに、生涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題を発見し主体的、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える力を養う。

生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

スポーツⅥ

野津田 保健体育 スポーツⅥ
保健体育 スポーツⅥ 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに、生涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題を発見し主体的、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える力を養う。

生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

体つくり運動の推進及び発展に向けた多様な関
わり方を理解するとともに、技能を身に付け
る。

体つくり運動における自他や社会の課題を発見
し、思考し判断するとともに、他者に伝える力
を養う。

体つくり運動の学習に主体的に取り組むととも
に、協力、責任、参画、共生などに対する意欲
を高め、健康・安全を確保して、生涯を通して
スポーツを継続するとともにスポーツの推進及
び発展に寄与する態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
体つくり運動の推進及び発展に向
けた多様な関わり方を理解すると
ともに、技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
体つくり運動における自他や社会
の課題を発見し、思考し判断する
とともに、他者に伝える力を養
う。

【学びに向う力、人間性等】
体つくり運動の学習に主体的に取
り組むとともに、協力、責任、参
画、共生などに対する意欲を高
め、健康・安全を確保して、生涯
を通してスポーツを継続するとと
もにスポーツの推進及び発展に寄
与する態度を養う。

指導項目・内容
　体つくり運動への多様なかかわ
り方
　・ラジオ体操
　・集団行動（行進）
　・集団行動（隊列）
　・ストレッチ
　・縄跳び

【知識及び技能】
体つくり運動の推進及び発展に向けた多様な
関わり方を理解するとともに、技能を身に付
けている。

【思考力、判断力、表現力等】
体つくり運動における自他や社会の課題を発
見し、思考し判断するとともに、他者に伝え
る力を身に付けている。

【学びに向う力、人間性等】
体つくり運動の学習に主体的に取り組むとと
もに、協力、責任、参画、共生などに対する
意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯を
通してスポーツを継続するとともにスポーツ
の推進及び発展に寄与する態度を身に付けて
いる。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

10

35

２
学
期

指導項目・内容
　体つくり運動への多様なかかわ
り方
　・集団行動（行進）
　・集団行動（隊列の変形）
　・縄跳び
　・野外レクリエーション

○ ○ ○ 14

３
学
期

指導項目・内容
　体つくり運動への多様なかかわ
り方
　・集団行動（隊列の変形）
　・集団行動（発表）

○ ○ ○



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 5 組～ 組

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

スポーツ総合演習

野津田 保健体育 スポーツ総合演習

保健体育 スポーツ総合演習 1

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発展の仕方について理解するとともに、生涯を通してスポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付けるようにする。

スポーツの推進及び発展についての自他や社会の課題を発見し主体的、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに他者に伝える力を養う。

生涯を通してスポーツを継続するとともにスポーツの推進及び発展に寄与することを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び発
展の仕方について理解するとともに，スポーツ
の推進及び発展に必要な技能を身に付ける。

スポーツの推進及び発展に必要な自他や社会の
課題を発見し，思考し判断するとともに，他者
に伝える力を養う。

生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与す
るための課題研究に主体的に取り組む態度を養
う。

態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
スポーツの多様な意義やスポーツ
の推進及び発展の仕方について理
解するとともに，スポーツの推進
及び発展に必要な技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの推進及び発展に必要な
自他や社会の課題を発見し，思考
し判断するとともに，他者に伝え
る力を養う。

【学びに向う力、人間性等】
生涯を通してスポーツの推進及び
発展に寄与するための課題研究に
主体的に取り組む態度を養う。

指導内容・項目

スポーツの多様な理論や実践に関
する課題研究

・関心のあるスポーツの多様な発
展や普及の歴史及び現状さらには
文化的特性などを過去の文献から
整理し，自らの考えをまとめる。

【知識及び技能】
スポーツの多様な意義やスポーツの推進及び
発展の仕方について理解するとともに，ス
ポーツの推進及び発展に必要な技能を身に付
けている。

【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの推進及び発展に必要な自他や社会
の課題を発見し，思考し判断するとともに，
他者に伝える力を身に付けている。

【学びに向う力、人間性等】
生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与
するための課題研究に主体的に取り組む態度
を身に付けている。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

10

35

２
学
期

指導内容・項目

スポーツの多様な理論や実践に関
する課題研究

・スポーツの局面に着目して，戦
況の変化を導きだしたプレイや対
戦相手の戦術の特徴などについ
て，記録データやビデオ等の映像
から分析する。

○ ○ ○ 14

３
学
期

指導内容・項目

スポーツの多様な理論や実践に関
する課題研究

・関心のあるスポーツの過去の事
故事例やスポーツ傷害の事例等か
ら，その因果関係に着目し，健
康・安全を確保するためのマニュ
アルや手順等を作成し，その運用
を通して，具体的効果の結果をま
とめる。

○ ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： ＭＯＵＳＡⅠ （教育芸術社）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇 〇 5
【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 8

〇 〇 〇 3

野津田 芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの
関わり及び音楽の多様性について理解するととも
に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫する
ことや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら
味わって聴くことができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り
組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を
育むとともに、感性を高め、音楽文化に親
しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊
かなものにしていく態度を養う。

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるよう
にする

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようになる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

態
配
当

１
学
期

〇楽典 〇楽典
【知識及び技能】 ・音符、音名について
音符、休符、イタリア語音名、日本語音名、臨時

記号、調号について理解する。
・臨時記号、調号について ワークブックや問題演習を通じ音符、休符、音名、臨

時記号、調号について理解できているか。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

〇歌唱 〇歌唱
【知識及び技能】 ・校歌 【知識及び技能】
伸びやかな発声で歌唱する 実技テストにより伸びやかな発声で歌唱でき

ているか。

【思考力、判断力、表現力等】
音符、休符、イタリア語音名、日本語音名、臨時
記号、調号を表現に使うことができる。

ワークブックや問題演習を通じ音符、休符、イタリア語音名、日
本語音名、臨時記号、調号を表現に使うことができているか。

【学びに向かう力、人間性等】
音楽の基礎知識を積極的に学ぼうと
する姿勢を養う。

音楽の基礎知識を積極的に学ぼうとする姿勢
が見られるか。

楽曲に興味を持ち積極的に学ぼうと
する姿勢を養う。

楽曲に興味を持ち積極的に学ぼうとする姿勢
が見られるか。

〇ギター 〇ギター
【知識及び技能】 ・歓喜の歌 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】
曲調や歌詞を理解し歌唱表現ができ
るようにする。

実技テストにより曲調や歌詞を理解し歌唱表
現ができているか

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】
ギターに興味を持ち技術を向上させ
ようという姿勢を養う。

ギターに興味を持ち技術を向上させようとい
う姿勢が見られるか。

〇鑑賞 〇鑑賞

コードネーム、ＴＡＢ譜の学習とと
もにギターの基本奏法を学ぶ

・第三の男のテーマ 進度表により基本的なギターの演奏技術がつ
いているか

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】
曲調に合わせ工夫しながら表現する 進度表により演奏の工夫があるか

音楽を形作っている諸要素から楽曲
について表現する。

ワークシートを通じ音楽を形作っている諸要素か
ら楽曲について表現しているか。

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】
楽曲に興味を持ち積極的に観賞しよ
うとする姿勢を養う。

楽曲に興味を持ち積極的に観賞しようとする
姿勢が見られるか。

【知識及び技能】 ・音楽を形作っている諸要素につい
て学ぶ

【知識及び技能】
音楽を形作っている諸要素について
理解する。

ワークシートを通じ音楽を形作っている諸要
素について理解しているか。

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】



〇 〇 〇 4
【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇 〇 8

〇 〇 〇 10

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 10

〇 〇 〇 7

〇 〇 〇 3

合計

時数

ワークブックや問題演習を通じ音符、休符、音名、臨
時記号、調号について理解できているか。

【思考力、判断力、表現力等】
音符、休符、イタリア語音名、日本語音名、臨時
記号、調号を表現に使うことができる。

ワークブックや問題演習を通じ音符、休符、イタリア語音名、日
本語音名、臨時記号、調号を表現に使うことができているか。

【学びに向かう力、人間性等】
音楽の基礎知識を積極的に学ぼうと
する姿勢を養う。

音楽の基礎知識を積極的に学ぼうとする姿勢
が見られるか。

〇楽典 〇楽典
【知識及び技能】 ・音符、音名について
音符、休符、イタリア語音名、日本語音名、臨時

記号、調号について理解する。
・臨時記号、調号について

テーマに沿った言葉選びで歌詞を完
成させ、それに合わせたリズムを記

実作品提出によりテーマに沿った作詞とそれ
に合うリズムの記譜ができているか。

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】
創作に興味を持ち試行錯誤する姿勢
を養う。

創作に興味を持ち、よい作品を作り、正しく
記譜をする技能を向上させようという姿勢が
みられるか。

〇創作 〇創作
【知識及び技能】 ・民謡音階を用いた作曲

・日本をテーマとした作詞
【知識及び技能】

民謡音階の特徴を理解し、規定課題
に沿って作品を作る。

作品提出により規定課題に沿った内容で作詞
作曲ができているか。

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】

〇キーボード 〇キーボード
【知識及び技能】 ・よろこびのうた 【知識及び技能】
鍵盤の位置、楽譜を理解し簡単な楽
曲を演奏できるようにする。

・こびとがひとり森の中で 実技テストにより基本的なキーボードの演奏
技術がついているか・特賞歌

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】
キーボードに興味を持ち技術を向上
させようという姿勢を養う。

キーボードに興味を持ち技術を向上させよう
という姿勢が見られるか。

〇鑑賞 〇鑑賞 【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】 ・カッコウ 【思考力、判断力、表現力等】
曲調に合わせ工夫しながら表現す
る。

・５本指のエチュード 実技テストにより演奏の工夫があるか
・いとまきのうた

３
学
期

〇ハンドベル 〇ハンドベル
【知識及び技能】 ・６名程度のグループに分かれ、

「星に願いを」を演奏する
【知識及び技能】

自分のパートの音名、リズムを理解
し演奏する。

【知識及び技能】 ・音楽を形作っている諸要素につい
て学ぶ

ワークシートを通じ音楽を形作っている諸要
素について理解しているか。音楽を形作っている諸要素について

理解する。 【思考力、判断力、表現力等】
【思考力、判断力、表現力等】 ワークシートを通じ音楽を形作っている諸要素か

ら楽曲について表現しているか。音楽を形作っている諸要素から楽曲
について表現する。 【学びに向かう力、人間性等】

実技テストにより自分のパートの音名、リズ
ムを理解し演奏しているか。

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】
曲調に合わせ工夫しながら表現す
る。

実技テストにより曲調に合わせ表現の工夫を
しているか。

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

【学びに向かう力、人間性等】 楽曲に興味を持ち積極的に観賞しようとする
姿勢が見られるか。楽曲に興味を持ち積極的に観賞しよ

うとする姿勢を養う。

【思考力、判断力、表現力等】 【思考力、判断力、表現力等】
知覚した音楽の特徴を自身の言葉に置
き換え、適切にまとめる。

プレゼン発表によりスライドや構成が分かり
やすいよう工夫できているか。

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

グループで協力し楽曲を完成させ
る。

グループで協力し楽曲を完成させようとする
姿勢が見られるか。

〇おすすめ曲プレゼン 〇生徒の選定による任意の曲
【知識及び技能】 規定は授業内で扱うにふさわしいも

のとし、そのジャンルは問わない。
【知識及び技能】

鑑賞を通じて知覚した音楽を形作る
要素を分析する。

プレゼン発表により音楽の特徴を捉え、言語
化できているか。
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【思考力、判断力、表現力等】 ワークシートを通じ音楽を形作っている諸要素か
ら楽曲について表現しているか。音楽を形作っている諸要素から楽曲

について表現する。 【学びに向かう力、人間性等】
【学びに向かう力、人間性等】 楽曲に興味を持ち積極的に観賞しようとする

姿勢が見られるか。楽曲に興味を持ち積極的に観賞しよ
うとする姿勢を養う。

プレゼンテーションでの伝え方を工
夫し、音楽の魅力を伝えようとする
姿勢を養う。

制作過程から発表に至るまで、音楽の魅力を
伝えようという姿勢がみられるか。

〇鑑賞 〇鑑賞 【知識及び技能】
【知識及び技能】 ・音楽を形作っている諸要素につい

て学ぶ
ワークシートを通じ音楽を形作っている諸要
素について理解しているか。音楽を形作っている諸要素について

理解する。 【思考力、判断力、表現力等】



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 2 組 ・ 3 組 ～ 4 組 ・ 5 組

使用教科書： 光村　　美術１

教科 の目標：

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】生
涯

科目 の目標：

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 12

〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 14【知識及び技能】
写真の明暗をもとに、色彩の明度や彩度を考えて着彩
し、全体のイメージで作品を捉えることを理解してい
る
【思考・判断・表現】
形や色、構図、材料や用具の特性などについて考え、
創造的な表現の構想を練っている
【学びに向かう力・人間性】
主体的に色彩分割作品の造形的なよさや美しさを感じ
取り、創造活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
形や色、質感などの表現を工夫し、創造的
に表す
【思考・判断・表現】
主題を見つめ感じ取った特徴や思いをもと
に、構図や道具の特性などについて考え、
創造的な表現の構想を練る
【学びに向かう力・人間性】
主体的に鉛筆を使った表現活動に取り組む
姿勢を養う

■絵画：体育館履き素描
・指定の画用紙に鉛筆で体育館履き
のデッサンを行う
・自分の作品のプレゼンテーション
と他者作品の鑑賞

【知識及び技能】
形や色、質感などの表現を工夫し、創造的に表してい
る
【思考・判断・表現】
構図や鉛筆の特性などについて考え、創造的な表現の
構想を練っている
【学びに向かう力・人間性】
主体的に鉛筆を使った表現活動に取り組もうとしてい
る

■デザイン：色面分割
・アクリル絵の具で、寒色と暖色の
グラデーション表をそれぞれ作成す
る
・人物の写真をトレースする
・人物の顔写真をもとに、着彩する
・自分の作品のプレゼンテーション
と他者作品の鑑賞

配当
時数

単元の具体的な指導目標

【知識及び技能】
鉛筆の性質やタッチの付け方と効果につい
て理解する
【思考・判断・表現】
光と影の関係について理解し、平面上で表
せる
【学びに向かう力・人間性】
主体的に鉛筆を使った表現活動に取り組む
姿勢を養う

■絵画：素描道具の使い方
・素描道具の特性
・刃物を使用した鉛筆の削り方、練
り消しゴムの使用方法等
・グラデーション表の作成
・幾何形体のデッサン：陰影のつけ
方の確認

【知識及び技能】
鉛筆の性質やタッチの付け方と効果について理解して
いるか
【思考・判断・表現】
光と影の関係について理解し、平面上で表せているか
【学びに向かう力・人間性】
主体的に鉛筆を使った表現活動に取り組もうとしてい
る

【知識及び技能】
色が感情にもたらす効果や、絵具の特性を
理解して表現する。
【思考・判断・表現】
アクリル絵の具の特性や表現のよさ・美し
さを感じ取り、見方や感じ方を深めている
【学びに向かう力・人間性】
主体的にアクリル絵の具ならではの効果を
追求し、表現の創造的活動に取り組む姿勢
を養う

■デザイン：色についての学習
・色相、彩度、明度について理解す
る
・アクリル絵の具を用いて、平塗り
の練習、混色の練習、色相環の作成

【知識及び技能】
色が感情にもたらす効果や、絵具の特性を理解して表
現できている
【思考・判断・表現】
アクリル絵の具の特性や表現のよさ・美しさを感じ取
り、見方や感じ方を深めている
【学びに向かう力・人間性】
主体的にアクリル絵の具ならではの効果を追求し、表
現の創造的活動に取り組もうとしている

【知識及び技能】
写真の明暗をもとに、色彩の明度や彩度を
考えて着彩し、全体のイメージで作品を捉
えることを理解する
【思考・判断・表現】
形や色、構図、材料や用具の特性などにつ
いて考え、創造的な表現の構想を練ってい
る
【学びに向かう力・人間性】
主体的に色彩分割作品の造形的なよさや美
しさを感じ取り、創造活動に取り組もうと
している

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表すことができるようにす
る。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と造形的な
工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識
をもって美術や美術文化の見方や感じ方を深め

たりすることができるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに
感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活
や社会を想像していく態度を養う。

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

野津田

【学びに向かう力、人間性等】

芸術

　芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や
芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

芸術

美術Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】



〇 〇 〇 2

〇 〇 〇 8

〇 〇 〇 16

〇 〇 〇 6

合計

【知識・技能】
伝えたい情報を整理し、印象に残るシンボ
ルマークをデザインする
【思考・判断・表現】
単純化や省略、強調などの効果や、わかり
やすさと美しさの調和などについて考え、
創造的な表現の構想を練る
【学びに向かう力・人間性】
主体的に誰に何を伝えるかを考
え、わかりやすく効果的なデザインを工夫
する表現の創造活動に取り組む態度を養う

■デザイン：ステッカー制作
・自分のイニシャルをもとに図案を
考えアイディアスケッチを行う
・個人端末を使用し、アイディアス
ケッチをもとにステッカーを制作す
る

【知識・技能】
伝えたい情報を整理し、印象に残るシンボルマークを
デザインできているか
【思考・判断・表現】
単純化や省略、強調などの効果や、わかりやすさと美
しさの調和などについて考え、創造的な表現の構想を
練っているか
【学びに向かう力・人間性】
主体的に誰に何を伝えるかを考
え、わかりやすく効果的なデザインを工夫する表現の
創造活動に取り組もうとしている

【知識・技能】
作品を造形的な視点や文脈的な視点でとら
えることを理解する
【思考・判断・表現】
作品の造形的なよさや美しさを感じ取ると
ともに、その生涯や心情と創造的な表現の
工夫などについて考え、見方や感じ方を深
める
【学びに向かう力・人間性】
主体的に作品のよさや美しさを感じ取り、
その生涯や心情と作品の関係などについて
考える鑑賞の創造活動に取り組む姿勢を養
う

■絵画・彫刻鑑賞：鑑賞の仕方
・鑑賞の方法について、どのように
造形的な視点や文脈的な視点でみる
のか学ぶ
・上記を踏まえて、比較鑑賞や対話
を通した鑑賞を行う

【知識・技能】
作品を造形的な視点や文脈的な視点でとらえることを
理解している
【思考・判断・表現】
作品の造形的なよさや美しさを感じ取るとともに、そ
の生涯や心情と創造的な表現の工夫などについて考
え、見方や感じ方を深めている
【学びに向かう力・人間性】
主体的に作品のよさや美しさを感じ取り、その生涯や
心情と作品の関係などについて考える鑑賞の創造活動
に取り組もうとしている
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【知識・技能】
道具を正しく使い、材料や造形的な特徴な
どを生かして作品を制作する
【思考・判断・表現】
意図に応じて材料や用具の特性を生かし工
夫して、創造的にレリーフ制作を行ってい
る
【学びに向かう力・人間性】
主体的に制作を通して感じ取ったことや考
えたことをもとにした表現の創造活動に取
り組む態度を養う

■彫刻：木彫サインボード制作
・木彫の道具や素材について確認
し、設計図を作る
・木材の切断・彫刻・やすりがけ
・塗装
・自分の作品のプレゼンテーション
と他者作品の鑑賞

【知識・技能】
道具を正しく使い、材料や造形的な特徴などを生かし
て作品を制作しているか
【思考・判断・表現】
意図に応じて材料や用具の特性を生かし工夫して、創
造的にレリーフ制作を行っているか
【学びに向かう力・人間性】
主体的に制作を通して感じ取ったことや考えたことを
もとにした表現の創造活動に取り組もうとしている

【知識・技能】
映像技法の効果や特徴などをもとに、映像
作品を全体のイメージや作風などで捉える
ことを理解する
【思考・判断・表現】
映像作品を細部まで鑑賞し、表現の特質や
表現効果などを感じ取り、作者の心情や意
図と創造的な表現の工夫などについて考
え、見方や感じ方を深める
【学びに向かう力・人間性】
主体的に作品を細部まで鑑賞し、映像表現
の特質や表現効果などを感じ取り、作者の
心情や意図と創造的な表現の工夫などにつ
いて考える鑑賞の創造活動に取り組む態度
を養う

■映像メディア鑑賞：映像・アニ
メーション
・映像制作方法や技法による印象の
違いやアニメーションならではの表
現を理解する。
・作品をみて絵コンテを描き起こし
ながら細部まで鑑賞し、形や色、構
図や技法などをもとに表現の意図や
工夫を感じ取る

【知識・技能】
映像技法の効果や特徴などをもとに、映像作品を全体
のイメージや作風などで捉えることを理解している
【思考・判断・表現】
映像作品を細部まで鑑賞し、表現の特質や表現効果な
どを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工
夫などについて考え、見方や感じ方を深めている
【学びに向かう力・人間性】
主体的に作品を細部まで鑑賞し、映像表現の特質や表
現効果などを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な
表現の工夫などについて考える鑑賞の創造活動に取り
組もうとしている



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： 書道Ⅰ　（東京書籍）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇 〇 6

書道Ⅰ

野津田 芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養い、豊かな情操を培う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現や形式、多様性などについて幅広く
知り、書の技法を身に付け、書写能力の向上を
図る。同時に書の歴史を知り、自己表現のため
の基礎的な考え方と技能を身に付ける。

書に対する考えを深め、自己が対象物に対して
感じる印象を言語化し、書の美を主体的に味わ
う。また自己の創作意図に沿って構想と表現を
工夫し制作に取り組む。

臨書や創作などの書の幅広い活動に取り組みな
がら、筆記具で文字を書くことを楽しみ味わ
い、生涯を通じて書を愛好する心情を育む。書
文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会
を創り出す手助けを行う。

態
配当
時数

１
学
期

単元①≪書道入門≫
【知識及び技能】
正しく整えて書く書写から、自己
表現、芸術科としての書道の位置
付けを生徒に理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
国語科書写で培った基礎的な用
筆、結構などを再確認し、生徒が
一人一人目的に応じて書体（楷
書、行書）の選択を行い、的節に
表現できる力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
硬筆の学習を通じて、小中学校国
語科書写において養った基礎を発
展させる。芸術の書としてだけで
なく、日常生活において必要な実
用的な側面についても指導してい
く。

単元②≪楷書の学習≫
【知識及び技能】
小中学校で行った国語科書写の復
習を通じて、基本的な運筆を確認
する。臨書の学習方法を知り、書
風を意識しながら臨書する。また
同時に古典が書かれた背景を理解
し、当時の書文化についての知識
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
「九成宮醴泉銘」と「孔子廟堂
碑」、「雁塔聖教序」と「建中告
身帖」の比較・臨書を通じて書風
の違いを認識し、書き分ける眼と
技術を養う。九成宮の厳しい背勢
の構え、孔子廟の温雅さ、雁塔の
抑揚、建中の肉太さなどを体験的
に味わい、その特徴を毛筆で追体
験する。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な楷書の書風を知ることで、
身の回りの文字に興味を持ち、書
風の違いが与える印象の違いを理
解しようとする。また古典の書者
について知ることで、生きる時代
は違えど当時の社会生活から書が
生まれたことを理解する。

〇書写と書道の違い
→芸術科書道と国語科書写の目的
の違い

〇筆墨硯紙について
→文房四宝の理解
　筆墨硯紙の歴史
　色々な現物を見て体験的に学ぶ
　筆…大筆、小筆、毛の種類
　墨…油煙、松煙、和墨、唐墨
　硯…端渓など中国産、雄勝など
　　　国産のもの
　紙…画仙紙、料紙など
　
〇硬筆で楷書を書く
→硬筆の持ち方、姿勢など

教材：筆墨硯紙、書道Ⅰ
　　　硬筆ノート

〇基本点画
→縦画、横画、点、ハネ、ハライ
など

《初唐三大家の臨書》
〇「九成宮醴泉銘」
　
〇「孔子廟堂碑」
〇「雁塔聖教序」
〇「建中告身帖」
〇「牛橛造像記」
〇拓本実習

教材：筆墨硯紙、書道Ⅰ
　　　拓本道具

【知識・技能】
書写と書道の視点の違いを理解できたか。
また、文房四宝についての基礎的な知識を
理解できたか。実用的な基礎である、硬筆
の書き方を修得できたか。

【思考・判断・表現】
ノートを取る際、正式な書類を書く際な
ど、それぞれの場面に応じて適切な書体を
選択し書写することができたか。また、国
語科書写で学んだことを活かし丁寧に書写
活動を行うことができたか。

【主体的に学習に取り組む態度】
ノートやプリントなど積極的な取り組みを
通じて、書写と書道の違いを自分なりに考
え、芸術科書道における目標を認識できて
いるか。

【知識・技能】
毛筆を持つ際の基本姿勢、筆の持ち方を習
得できたか。
古典・書風とは何かを理解できたか。臨書
学習における書の学び方を知り理解できた
か。「九成宮」「孔子廟」「雁塔」「建
中」「牛橛」の書風とその特徴を理解し、
再現できたかどうか。

【思考・判断・表現】
「九成宮」「孔子廟」「雁塔」「建中」
「牛橛」の古典について、それぞれの用筆
や結構の特徴を自分なりに工夫し、臨書活
動を通じて表現できたかどうか。
当時においてなぜそのような古典が生まれ
たのか、古典が生まれた背景を理解しよう
と取り組んでいるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
様々な楷書の書風を知ることで、身の回り
の文字に興味を持ち、書風の違いが与える
印象の違いを理解しようとしているか。ま
た授業中の板書など、必要事項をノートに
記入しているかどうか。

〇 〇 〇 24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思



〇 〇 〇 8

〇 〇 〇 10

〇 〇 〇 6

２
学
期

単元③≪行書の学習≫

【【知識及び技能】
書の歴史の中で「書聖」といわれ
る王羲之の書に触れながら、当時
の時代背景と共に、なぜ書聖と呼
ばれるのか、行書が生まれるに
至った経緯と共に理解していく。
また半切サイズに８文字書くこと
により、大きい紙に書くバランス
と集中力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
国語科書写で学んだ行書の基礎力
を基に、点画の繋がりと省略、線
の太細、柔らかさなど行書の特徴
を理解し表現する。中国の王羲之
とそれを学んだ空海の行書の書風
の違いを観察しを通して理解し表
現する。

【学びに向かう力、人間性等】
行書は普段使いにおいても常日頃
より活用する書体であり、速書き
に適している。生徒が時と場合に
応じて主体的に書体を選択し学び
を実生活に活かせるように指導す
る。また実用の面だけでなく、心
の動きや情緒を表現しやすい行書
の芸術表現を享受する。

単元④≪刻字の学習≫
【知識及び技能】
文字を表記する上で、書くことの
他には刻る(削る)ことがあり、例
えば殷周時期の甲骨文字のよう
に、文字を書くことと刻すことは
古代より相互に関りあっていた。
刻字学習を通じて、書く以外の文
字を記す方法を実際に彫刻刀で
もって体験的に学習する。

【思考力、判断力、表現力等】
自分自身で選んだ好きな漢字をど
のように工夫し、自分の意図に
沿った表現を試みる。また、今ま
で学んだ楷書と行書の書体・書風
を参考に生かして表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
刻字はボードに刻しているので、
表具などしなくてもそのまま家に
飾ることができる。書を愛好する
心情を育てる上で、自分の好きな
文字を、自分好みに書き、刻るこ
とで、ものづくりとして、書を楽
しみ、日常に取り入れていく。

単元⑤≪細字の学習≫
【知識・技能】
隋代の代表的な古典である美人董
氏墓誌銘の臨書を通じて、小字楷
書の基礎的な力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
唐代の楷書古典とは少し違う、少
し扁平の結構をした隋の古典の書
風の特徴を考察し捉えて適切に表
現する。前学期で学習した楷書の
基礎を踏まえて基本となる点画を
表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
細字は実生活で使う文字の大きさ
に近いため、この授業を通して学
びえた書写能力を日々の硬筆に生
かしていく。
】

　

〇王羲之「蘭亭序」
半切２分の１に書く

〇空海「風信帖」

教材：筆墨硯紙　書道Ⅰ
　

〇刻字について
〇刻字の歴史
〇刻字制作

教材：筆墨硯紙　書道Ⅰ
　　　アクリル絵具

〇美人董氏墓誌銘

教材　筆墨硯紙　小筆

【知識・技能】
行書という書体を完成させた王羲之の蘭亭
序の書風の特徴を理解し、再現できている
か。さらにそこから発展した空海の風信帖
は八面出鋒で筆をねじり、つき、かえる
等、様々な筆の機能を引き出そうと工夫
し、多面的に筆を用いながら書けている
か。

【思考・判断・表現】
普段使わない大きい紙に配置を考えて書け
たか。また最後まで一貫した作品に仕上
がったか。王羲之と空海、それぞれ異なる
書風の特徴を自分なりに観察し、表現でき
ているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
行書は普段使いにおいても常日頃より活用
する書体であり、速書きに適しているた
め、生徒が時と場合に応じて主体的に書体
を選択し学んだ技法を実生活に活かしてい
るかどうか。

【知識・技能】
刻字の歴史と表現を知り、文字を刻ること
と書くことの関係性を理解しているか。今
まで学んできた古典の様々な書風や書体を
活かしているか。

【思考・判断・表現】
筆で書いた下書きに合わせ、実際に刻る過
程の中でかすれや墨溜まり、粗細の変化な
ど工夫して取り組んでいるか。また自分の
制作意図にそって色や刻り方に工夫してい
るか。

【主体的に学習に取り組む態度】
臨書は呼吸に例えると息を吸う作業であ
り、創作は吐く作業である。学び得たもの
をどのように使い、自分のものとして発散
していくか、楽しみながら積極的に取り組
んでいるかどうか。

【知識・技能】
隋代の書の歴史を理解し、その代表的な古
典である美人董氏墓誌銘の書風を把握でき
たか。

【思考・判断・表現】
隋代墓誌銘の特徴を捉え、いつもとは違う
文字の大きさに適応し表現できたか。

【主体的に学習に取り組む態度】
御祝いの封筒や芳名など、筆で細字を書く
機会は日常に多く存在する。小楷の技法を
積極的に学び取り、日々のノートなどの字
に反映しているかどうか。また点画の部分
練習など自ら工夫して練習しているかどう



〇 〇 〇 18

合計

72

３
学
期

単元⑥≪仮名の学習≫
【知識及び技能】
日本固有の仮名文字の成り立ちを
理解する。また、「いろは歌」や
変体仮名の学習を通じて、仮名の
書き方を習得する。蓬莱切や高野
切の臨書学習を通して、平安の和
歌文化を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
細線・曲線を基調とした仮名文字
を書の特徴を理解し表現する。ま
た和歌と仮名文字の関係について
考察し、書とかかれた言葉との関
係性の理解に努める。連綿や変体
仮名を用いた古筆の書をよく観察
し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
書は書のみならず、文学や美術と
も深いかかわりがあることから、
国語科古典における和歌文学との
教科横断的な授業を行い、芸術的
側面のみならず当時の平安時代の
文化の一翼であったことを紹介
し、書と社会とのかかわりの認知
を促す。

　
〇仮名の成り立ち
〇いろは歌
〇変体仮名
〇蓬莱切
〇高野切第三種

教材：筆墨硯紙　書道Ⅰ
　　　料紙

【知識・技能】
日本固有の仮名文字の成り立ちを理解して
いるか。また、「いろは歌」や変体仮名、
古筆の学習を通じて、仮名の書き方を習得
しているか。

【思考・判断・表現】
細線や曲線、連綿や変体仮名を用いた仮名
文字の書の特徴を理解し表現しているか。
また和歌と仮名文字の関係について考察
し、書とかかれた言葉との関係性の理解に
努めているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
仮名の連綿などの部分練習を工夫して取り
組み、細い線が主体の仮名文字を表現しよ
うと工夫しているかどうか。



年間授業計画

高等学校令和7年度(１学年用) 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： All Aboard! English CommunicationⅠ

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】
・ Pre-Lesson1

My Name is Ito Neko.
be動詞

・ Pre-Lesson2
I Like Junk Food!
一般動詞

・ Lesson1
【思考・判断・表現】 Breakfast around the World 【思考・判断・表現】

過去形

○教材

【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】

○指導や評価の方法

定期考査 ○ ○ 1
【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】

・ Lesson2
Australia's Cute Quokkas
進行形

・ Lesson3
A Train Driver in Sanriku
助動詞

・ Lesson4 【思考・判断・表現】
【思考・判断・表現】 A Miracle Mirror

to不定詞

○教材

【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】

○指導や評価の方法

定期考査 ○ ○ 1

コミュニケーションを行う目的な
どに応じて、日常的な話題などに
ついて、情報や考えなどを、話し
たり書いたりする。 教科書、問題集、プリント、

ノート、スマスク端末
外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、話し手に配慮しなが
ら、主体的に英語で話されること
を聞こうとする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、話し手に配慮しながら、主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。小テスト、パフォーマンステ

スト、問題集等の提出物

外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、話し手に配慮しなが
ら、主体的に英語で話されること
を聞こうとする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、話し手に配慮しながら、主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。小テスト、パフォーマンステ

スト、問題集等の提出物

○

１
学
期

○

進行形、助動詞、to不定詞の特徴
やきまりなどを理解する。コミュ
ニケーションを行う目的などに応
じて、日常的な話題などについて
話された文等を聞いたり読んだり
して、その内容を捉える技能を身
に付ける。

進行形、助動詞、to不定詞の特徴やきまりな
どを理解している。コミュニケーションを行
う目的などに応じて、日常的な話題などにつ
いて話された文等を聞いたり読んだりして、
その内容を捉える技能を身に付けている。

be動詞、一般動詞、過去形の特徴
やきまりなどを理解する。コミュ
ニケーションを行う目的などに応
じて、日常的な話題などについて
話された文等を聞いたり読んだり
して、その内容を捉える技能を身
に付ける。

be動詞、一般動詞、過去形の特徴やきまりな
どを理解している。コミュニケーションを行
う目的などに応じて、日常的な話題などにつ
いて話された文等を聞いたり読んだりして、
その内容を捉える技能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目的な
どに応じて、日常的な話題などに
ついて、情報や考えなどを、話し
たり書いたりする。

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て、日常的な話題などについて、情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

教科書、問題集、プリント、
ノート、スマスク端末

野津田

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読
むこと話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に
活用できる技能を身に付けるようにする。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働き
などの理解を深めるとともに，これらの知識
を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くこと
による実際のコミュニケーションにおいて，目
的や場面，状況などに応じて適切に活用できる
技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な話題や社会的な話題
について，外国語で情報や考えなどの概要や要
点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に
理解したり，これらを活用して適切に表現した
り伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，
聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しなが
ら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

英語 英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】

英語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で
情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切
に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自
律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】

英語

○ ○ 21

英語コミュニケーションⅠ

3

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て、日常的な話題などについて、情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

○ 20○

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】
・ Lesson5

Learning from the Sea
動名詞

・ Lesson6

受け身
【思考・判断・表現】 【思考・判断・表現】

○教材

【学びに向かう力、人間性等】 ○指導や評価の方法 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】

・ Lesson7
A Diary of Hope
比較級

・ Lesson8
A Door to a New Life
現在完了形

【思考・判断・表現】 ○教材 【思考・判断・表現】

○指導や評価の方法
【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
【知識・技能】 ○指導事項 【知識・技能】

・ Lesson9
Fighting Plastic Pollution
分詞

・ Lesson10
Pigs from across the Sea
関係代名詞

【思考・判断・表現】 ○教材 【思考・判断・表現】

○指導や評価の方法
【学びに向かう力、人間性等】 【主体的に学習に取り組む態度】

定期考査 ○ ○ 1
合計

３
学
期

○ ○ ○ 20

分詞、関係代名詞の特徴やきまり
などを理解する。コミュニケー
ションを行う目的などに応じて、
日常的な話題などについて話され
た文等を聞いたり読んだりして、
その内容を捉える技能を身に付け
る。

比較級、現在完了形の特徴やきまりなどを理
解している。コミュニケーションを行う目的
などに応じて、日常的な話題などについて話
された文等を聞いたり読んだりして、その内
容を捉える技能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目的な
どに応じて、日常的な話題などに
ついて、情報や考えなどを、話し
たり書いたりする。

教科書、ワークブック、プリ
ント、ノート、スマスク端末

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て，日常的な話題などについて，情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

小テスト、パフォーマンステ
スト、ワークブック等の提出外国語の背景にある文化に対する

理解を深め、話し手に配慮しなが
ら、主体的に英語で話されること
を聞こうとする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，話し手に配慮しながら，主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。
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○ 20

比較級、現在完了形の特徴やきま
りなどを理解する。コミュニケー
ションを行う目的などに応じて、
日常的な話題などについて話され
た文等を聞いたり読んだりして、
その内容を捉える技能を身に付け
る。

比較級、現在完了形の特徴やきまりなどを理
解している。コミュニケーションを行う目的
などに応じて、日常的な話題などについて話
された文等を聞いたり読んだりして、その内
容を捉える技能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目的な
どに応じて、日常的な話題などに
ついて、情報や考えなどを、話し
たり書いたりする。

教科書、ワークブック、プリ
ント、ノート、スマスク端末

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て，日常的な話題などについて、情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

小テスト、ワークブック等の
提出物外国語の背景にある文化に対する

理解を深め、話し手に配慮しなが
ら、主体的に英語で話されること
を聞こうとする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、話し手に配慮しながら、主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。

○

○ 19

動名詞、受け身の特徴やきまりな
どを理解する。コミュニケーショ
ンを行う目的などに応じて、日常
的な話題などについて話された文
等を聞いたり読んだりして、その
内容を捉える技能を身に付ける。

動名詞、受け身の特徴やきまりなどを理解し
ている。コミュニケーションを行う目的など
に応じて、日常的な話題などについて話され
た文等を聞いたり読んだりして、その内容を
捉える技能を身に付けている。A Funny Picture from the

Edo Period

コミュニケーションを行う目的な
どに応じて、日常的な話題などに
ついて、情報や考えなどを、話し
たり書いたりする。

コミュニケーションを行う目的などに応じ
て、日常的な話題などについて、情報や考え
などを、話したり書いたりしている。

教科書、ワークブック、プリ
ント、ノート、スマスク端末

外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、話し手に配慮しなが
ら、主体的に英語で話されること
を聞こうとする。

小テスト、パフォーマンステ
スト、ワークブック等の提出

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、話し手に配慮しながら、主体的に英語で
話されることを聞こうとしている。

○

２
学
期

○

○



年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 3 組

使用教科書： MY Way（三省堂）WAY

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇 1

〇 〇 1

論理表現Ⅰ
英語 論理表現Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

英語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社旗的な話題について、外国語で
情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切
に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自
律的に外国語を用いてコミュニケーションを取ろうとする態度を養う。

論理表現Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

野津田

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読
むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切
に活用できる技能を身に着けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

英語

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

定期考査

Lesson 2 学校生活
　Part2　部活動を紹介する
Lesson 3　アートの世界
　Part1　週末の予定
　Part2　好きな絵について
Lesson4　グルメ
  Part1  料理を注文する
  Part2  日本の食文化を紹介

　　　　　【知識及び技能】
・未来の表し方や完了形を使った
表現を身に着ける。進行形・完了
形の表現を身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
謝罪や相手の具合を尋ねる、聞き
返すなどの表現を身に着ける。
【学びに向かう力、人間性等】
相手の発言内容を確認したり聞き
返したりしながらよりよいやり取
りになるよう工夫する。

・指導事項
Lesson2現在進行形・過去進行形
Lesson3　未来表現
Lesson4　現在完了形
 

・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　基本的な時制を使い分けることができ
る。進行形や完了形を使って日々の生活の
ことについて英語でやり取りできる。
【思考・判断・表現】
謝罪や相手の具合を尋ねる、聞き返すなど
して相手の意見や発言に応じて英語でやり
取りができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
相手の発言内容を確認したり聞き返したり
しながらよりよいやり取りになるよう工夫
して英語でやりとりできる。

定期考査

英語の基本的な語句や文を理解し、日常的な話
題などについて意見を述べたり、賛成反対の意
見を根拠を示しながら伝え合うことができる。

自分の意見を相手によりよく理解してもらえる
ように、事例や根拠を示しながら説明すること
ができる。また社会的な話題について背景知識
を活用しながら自分の考えを述べたり相手の考
えを引き出したりすることができる。

自分の意見を相手によりよく理解してもらえる
ように様々な表現を用いるなどの工夫をして伝
え合おうとしている。また、相手の意見に応じ
て自分の考えを示しながらよりよいやり取りに
なるよう努めている。

Lesson 1 自己紹介
　Part1　初対面のあいさつ
　Part2　自己紹介のスピーチ
Lesson 2 学校生活
　Part1　好きだった教科
　

【知識及び技能】
　be動詞・一般動詞を使い分けす
ることができる。現在・過去形を
使った表現を身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
相手の発言に合わせ相槌を打つ、
事実と意見を織り交ぜて話す、疑
問詞を使って尋ねる、会話のきっ
かけを作るなどの表現を身に着け
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の意見を相手に伝えたり、相
手の言いたいことを確かめながら
聞いたりすることでよりよいやり
取りになるよう工夫する。

・指導事項
Lesson 1 一般動詞・be動詞
Lesson 2　過去の状態や動作の表
現

・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　現在・過去形を使って身近な話題につい
て英語でやり取りできる。
【思考・判断・表現】
相手の発言に合わせ相槌を打つ、事実と意
見を織り交ぜて話す、疑問詞を使って尋ね
る、会話のきっかけを作るなどして英語で
やり取りができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の意見を相手に伝えたり、相手の言い
たいことを確かめながら聞いたりすること
でよりよいやり取りになるよう工夫して英
語でやりとりできる。

〇 〇 〇 13

１
学
期

〇 〇 〇 13



〇 〇 1

〇 〇 1

〇 〇 1

合計

Lesson 5　街の魅力を伝える
　Part1　道案内
　Part2　地域の特徴
Lesson 6 世界旅行
　Part１ 買い物の会話
　Part2  旅行先から伝言
【知識及び技能】
これから先したいことや「～する
ため」という説明、「人に～させ
る」といった幅広い不定詞を用い
た表現を身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
励ます、理由を問答える、「何」
と未知のものについて問うなどの
表現を身に着ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の希望や展望について述べた
り、理由や原因を付け加えて説明
しながらよりよいやり取りになる
よう工夫する。許可・禁止・推測
を表す助動詞の表現や受動態を用
いた「～される」の表現を身に着
ける。

・指導事項
Lesson 5 助動詞　受動態
Lesson 6　不定詞
・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　助動詞や態について学び、表現力を増や
す。
【思考・判断・表現】
励ます、「なぜ」と理由を問い、「～する
ため」と答える。「何」と未知のものにつ
いて問うなどして様々な立場に応じた意見
に基づいて英語でやり取りができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の希望や展望について述べたり、理由
や原因を付け加えて説明しながらよりよい
やり取りになるよう工夫して英語でやりと
りできる。 〇 〇

70

Lesson9 元気でいること
　Part１　病院での会話
　Part2　健康について
Lesson10　SDGｓ
　Part１　SDGｓについての会話
　Part2　SDGｓについての発表

ひとつのテーマについてみんなで
意見をの述べあう。

【知識及び技能】
関係代名詞や関係副詞を使った説
明を付け加えた表現を身に着け
る。比較級や最上級を使った比較
の表現を身に着ける。事実と異な
ること仮定した表現を身に着け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
同意を求めたり感嘆の気持を表
す、物の所在を伝える、「～しよ
う」という勧誘、「～したい」と
いう願望の気持ちを相手に伝える
表現を身に着ける。
【学びに向かう力、人間性等】
物事や場所などについて詳細な説
明を述べたり、比較して説得力の
ある根拠を示したり、仮定の話を
引き合いに出して気持ちを伝え、
よりよいやり取りになるよう工夫
する。

・指導事項
Lesson 9
　Part1　関係代名詞①
　Part2　関係代名詞②
Lesson10
　Part1　関係副詞
　Part2　仮定法

　
「（…が）～する＋名詞」、「～
するもの」と伝える表現
「…が～する場所（とき、理由、
方法）」と直前の名詞に情報を加
える表現
「もし～なら」と伝える表現
「～ならなあ」「まるで～かのよ
うに」と現実と異なることを伝え
る表現
・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
関係代名詞や関係副詞を使った説明を付け
加えた表現、比較級や最上級を使った比較
の表現、事実と異なること仮定した表現を
身に着け、複雑な情報を整理して英語でや
りとりできる。
【思考力、判断力、表現力等】
同意を求めたり感嘆の気持を表す、物の所
在を伝える、「～しよう」という勧誘、
「～したい」という願望の気持ちを相手に
伝え、複雑な情報を整理して英語でやりと
りできる。
【学びに向かう力、人間性等】
物事や場所などについて詳細な説明を述べ
たり、比較して説得力のある根拠を示した
り、仮定の話を引き合いに出して気持ちを
伝え、よりよいやり取りになるよう工夫し
て英語でやりとりできる。

〇

２
学
期

3
学
期

〇 〇 13

定期考査

〇 13

　

Lesson 7　スポーツ観戦
　Part1　試合について
　Part2　車いす競技を紹介
Lesson 8 科学技術
　Part1　紙の本と電子書籍
　Part2　科学技術製品

【知識及び技能】
「～すること」を動名詞を使って
表現する。「～している…」と分
詞などで説明を加えた表現を身に
着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
依頼に対する肯定的な返答、分詞
による喜び・驚きなど、同情や共
感などの表現を身に着ける。
【学びに向かう力、人間性等】
提案や依頼に応じたり、自分の感
情を理由や原因を明示しながら伝
え、よりよいやり取りになるよう
工夫する。

・指導事項
Lesson 7
　Part1動名詞
　Part2分詞
Lesson8
　Part１比較①
　Part2　比較②

　「～している…」「～された
…」と直前・直後の名詞に情報を
加える表現
「～するとき」「～しながら」と
文に情報を加える表現
比較表現

・教材
教科書・ワークブック・補充プリ
ント
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
「～すること」を動名詞を使って表現す
る。「～している…」と分詞などで説明を
加えた表現を使って趣味や興味を持ってい
ることについて英語でやり取りできる。
【思考・判断・表現】
依頼に対する肯定的な返答、分詞による喜
び・驚きなど、同情や共感などの表現を用
いて立場の違いや意見の違いに配慮しなが
ら英語でやり取りができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
提案や依頼に応じたり、自分の感情を理由
や原因を明示しながら伝え、よりよいやり
取りになるよう工夫して英語でやりとりで
きる。

〇 〇 〇 13



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組
教科担当者： （２組：　北村　） （３組：　北村　） （４組：　北村　） （５組：　北村　）
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

〇 〇

〇 〇

知 思 態

定期考査

・指導事項
プログラムの作り方や制御構造について学習
する。
・教材
課題プリント、コンピュータ室のパソコン

【知識及び技能】
プログラムとアルゴリズムの関係を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
分岐構造と反復構造を含んだプログラムを作成することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強くプログラムを作成しようとしている。

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

○ ○ ○

1

1

３
学
期

A　コンピュータとは何か
【知識及び技能】
コンピュータの基本構成を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
身の回りにあるコンピュータが死品ン入っている製品につい
て考える。
【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータの仕組みに興味を持つ。

・指導事項
コンピュータの基本構成について理解する。
プログラムの動作の仕組みについて理解す
る。
・教材
教科書、問題プリント

【知識及び技能】
コンピュータの基本構成を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
身の回りにあるコンピュータの入っている製品について、そ
の仕組みも含めて考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータの仕組みに興味を持つことができる。

〇 〇 〇 7

B　アルゴリズムの表現
【知識及び技能】
プログラムとアルゴリズムの関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
分岐構造と反復構造を含んだプログラムを作成する。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強くプログラムを作成する。

定期考査

２
学
期

【知識・技能】
インターネットとはどのようなものか理解できる。
【思考・判断・表現】
ドメインと名とメールアドレス、URLの関係を判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ネットワークの仕組みについて興味を持とうとしている。

〇 6

D 表計算ソフトウェアの操作
【知識及び技能】
表計算ソフトウェアの基本操作を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
数式や関数を用いていろいろな処理方法を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
実習に意欲的に取り組む。

・指導事項
表計算ソフトウェアの基本的な操作を学習す
る。
数式や関数の利用を学習する。
・教材
教科書、問題プリント

【知識及び技能】
表計算ソフトウェアの基本操作が身についている
【思考力、判断力、表現力等】
表計算ソフトウェアの数式や関数を用いていろいろな処理方
法を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
実習に意欲的に取り組むことができる。

〇 11

〇 5

B デジタルの世界
【知識及び技能】
2進法，10進法，16進法の仕組みやデジタルの表現方法を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
デジタルとアナログの違い、メリット・デメリットを考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
情報のデジタル性について考する。

・指導事項
2進法と情報の単位、音、画像、動画のデジタ
ル化について学習する。
・教材
教科書、問題プリント

【知識・技能】
2進法，10進法，16進法の仕組みやデジタルの表現方法が理解
できる。
【思考・判断・表現】
デジタルとアナログの違い、メリット・デメリットを考える
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報のデジタル性について考えようとしている。

〇 〇 〇 9

A 情報技術の発展
【知識及び技能】
情報技術による社会・生活の変化や健康への影響などの
「影」の部分を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
SNS等で加害者・被害者にならないように情報モラルに配慮し
て情報を発信する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報モラルを身につける。

・指導事項
画像処理や電子商取引などの新しい情報技術
や情報化による健康への影響などの問題につ
いて学習する。
・教材
教科書、問題プリント

【知識・技能】
情報技術による社会・生活の変化や健康への影響などの
「影」の部分を理解できる。
【思考・判断・表現】
電子マネーと現金のメリットとデメリットを考えることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身の回りの情報技術の活用場面を知ろうとしている。

〇 〇

C ネットワークとインターネット
【知識及び技能】
インターネットとはどのようなものか理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ドメインと名とメールアドレス、URLの関係を判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
ネットワークの仕組みについて興味を持つ。

・指導事項
IPアドレスとDNSの役割、WWW,電子メールの仕
組みなどについて学習する。
・教材
教科書、問題プリント

5

定期考査 1

D 情報デザイン
【知識及び技能】
情報デザインのも苦的、抽象化、可視化、構造化の方法を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報を整理し、適切に構造化・可視化して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
実習に意欲的に取り組む。

・指導事項
情報デザインとは何か学習する。
文書処理ソフトウェアを活用して，情報デザ
インの考え方を基に文書を作成する。
・教材
課題プリント、コンピュータ室のパソコン

【知識・技能】
情報デザインのも苦的、抽象化、可視化、構造化の方法を理
解できる。
【思考・判断・表現】
情報を整理し、適切に構造化・可視化して表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実習に意欲的に取り組むことができる。

○ ○ ○

配当
時数

１
学
期

A 情報とメディアの特性
【知識及び技能】
情報の特性から，情報とは何か理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
各メディアのメリット，デメリットを判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報やメディアの特性を理解する。

・指導事項
情報の特性から，情報とは何か理解する。
さまざまなメディアの特性を理解する。
・教材
教科書、問題プリント

【知識・技能】
情報の特性から，情報とは何か理解できる。
情報やメディアの特性を理解できる。
【思考・判断・表現】
各メディアのメリット，デメリットが判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報やメディアの特性を理解しようとしている。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

4

C 文書処理ソフトウェアの操作
【知識及び技能】
文書処理ソフトウェアの基本操作を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
文書処理ソフトウェアの操作の考え方から，さまざまな処理
の方法を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
実習に意欲的に取り組む。

・指導事項
文書処理ソフトウェアについて，書式の設定
や配置の変更など，基本的な操作を学習す
る。
文書処理ソフトウェアで図，表，画像を利用
する方法を学習する。
・教材
課題プリント、コンピュータ室のパソコン

【知識・技能】
文書処理ソフトウェアの基本操作が身についている。
【思考・判断・表現】
文書処理ソフトウェアの操作の考え方から，さまざまな処理
の方法を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
実習に意欲的に取り組むことができる。

○ ○ ○ 6

B 情報モラルと個人情報の流出
【知識及び技能】
情報に関する法規や制度、個人情報が流出する仕組みを理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
SNS等で加害者・被害者にならないように情報モラルに配慮し
て情報を発信する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報モラルを身につける。

・指導事項
情報社会で生活していくための情報モラルを
理解する。
SNS等の不適切な使い方による問題を理解す
る。
・教材
教科書、問題プリント

【知識・技能】
情報に関する放棄や制度、個人情報が流出する仕組みを理解
できる。
【思考・判断・表現】
SNS等で加害者・被害者にならないための対応が判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報モラルを適切に身につけ、個人情報を適切に扱おうとし
ている。

合計 70

10

（１組：北村　）

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

情報Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解し，技能を身につけているとともに，情
報社会と人との関わりについて理解する。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の発見・
解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に使用す
る。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発
見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用し，
自ら評価し改善する。

新編　情報Ⅰ（東京書籍）
情報

【 知　識　及　び　技　能 】 情報に関する科学的な見方・考え方を理解する。
情報技術を効果的に活用して問題の発見・解決にする学習活動を行う。
情報技術を適切かつ効果的に活用することで情報社会に主体的に参画する態度を養う。


